
SOME POEMS ABOUT INSECTS 

ONE of the great defects of English 
books printed in the la�t century 
is the want of an index. The 
importance of being able to refer 
at once to any subject treated of 
in a bool{ was not recognised 

until the days when exact scholarship necessitated1 
indexing of the 1nost elaborate kind. But even now 
we constantly find good bool{s severely criticised 
because of this deficiency. All that I have said tends 
to show that even to-day in 'W·estern countries the 
i1nn1ense importance of systematic arrangement in 
literary collections is not sufficiently recognised. We 
have, of course, a great many English anthologies, ― 
that is to say, co11ections of the best typical composi
tions of a certain epoch in poetry or in prose. But 
you must have observed that, in weste1·n countries , 
nearly all such antholog·ies are compiled chrono
logically2—not accordi11g to the su�ject of the poems. 
To this general rule there are indeed a few excep
tions. There - is a collection of love poetry by 

_,.....,_....__,_ __、�-一、-�

註 I . to make necessary or indispensable。



昆 贔 を 詠 ん 怜 詩

--� "'▲ - . .f 肌紀に出版 さ れた 英國の書物の大鋏黙

の 一つは索引の無い ど であ る 。 或 る

書物の 中で 論述 して あ る ど ん な題 目

へでも、 直 ぐ に参照が 出来 る と いふ

どが重要など だといふ どは 。 精確緻

密な學問 が最 も 細密な索引 を 附 け る と を 必要己む を得ぬ

と とす る時日の来 る までは 認 め られ なかつ た のであ る 。

が今でさへ、 立派な書物が 之 を 峡いで 居 る が為 め に手非

道い批難 を 受け て居るの は 、 絶へす我々の 見 る 虞で あ る 。

自分が今 言つた 事は、 今 日 でも 西洋諸國では 、 文學の 作

品 集に於て 、 之 を系統的 に 整然と排列する の非常 に 肝要

な 事が 充分に は 認め ら れて居ない と いふど を示すど に な

る のであ る 。 英國詩文選集—即 ち 、詩歌若 く は 散文に

於て或る一時代 の 模範的な 最上の 作品 を 蒐集 し た も の

ーは、 固 よ り の ど 、 仲 々 澤山 にあ る 。 然 し ＂ 西洋諸國

では、 こ んな 詩文選集の 殆ん ど 練べてが一詩歌の題 目

に従つてで無 く ー一年代順に 編霰 して ある と に諸君は 氣

が付いた に 相違無い。 此の 一般規則には尤 も二三の例外

があ る 。 ヮ ト ス ンが出 した懸愛詩集が あ る C こ れは 有名
.---.-.. ,--、-へ�グ----..._..-...,_,-._-..._.--

2。 in a manner according with the order of time. 
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Watson,1 which is famous ; a collection of child 
poetry by Patn1ore ;2 a collection of " society verse "3 
by Locker ;-1: and several things of that sort. .But 
even here the arrangement is not of a special kind ; 
nor is it ever divided according to the subject of each 
particular poen1. I kno \v that some books have been 
published of late years with such titles as " Poems of 
the Sea," " Poems . of Nature "-but these are of no 
literary in1portance at all , and they are not con1piled 
by co111 petent critics. Besides, the subject-heads are 
always of much too general a lrind. The French are 
far in advance of the E�glish in the art of n1aking 
anthologies ; but even in such splendid anthologies as 
those of Crepet5 and of I-1emerre6 the arrangement is 
of the most general kind, ―chronological, and little 
more. 

I was reminded to tell you this, because of 
several questions recently aslred me, which I found it 
impossible to answer. Many a Japanese student 
might suppose that western poetry has its classified 
arrangements corresponding in some sort to those of 

註 I .  William Wat5on ( 1 8企 ） 英國 の詩人。 そ の Love
Lyr!cs t:t 1 892 年 出 版。

2. Conventry Kearsey Dighton Patmore ( 1823-1 896) 英國の
詩 人。 英國博物館罰書館 の 司 書 ( 1 847-68) た り し E あ り 。

3・ 軽い 一 寸 し ↑： 社會上の題 目 を提 ヘ ヽ 歌っ た興趣あ る 上品
な詩煎な い ふ 。

4. Frederick I-'ocker ( 1 821-1 895) 英國の詩人。 先生の所謂
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な 書物で あ る 。 バ ト モ ア が 出 した 兒童 詩歌集が あ る 。

ロ カ ア の 『社會詩』 集が あ る 。 ま だ そ ん な や う な 詩集が

数 々 あ る 。 だが斯ん な も の に も 、 そ の排列は 特別 な も の

で は 無い。 ま た一々 の 特別な 詩篇の題 目 に 依つて 分け て

も 無い の で あ る 。 近 年 『海の詩』 、 『 自 然の歌』 と いふや

う な 標題で 出版 さ れた書物が 幾つか あ る ど は 自分は知つ

て 居 る が " —此等の も の は 全 く 何等文學的慣値 の無い

も の で 、 ま た適任 な 批評家が 編靡 し た も の で も 無い の で

あ る 。 そ れ に ま た 、 題の項 目 が い つ も 餘 り に 一般的で あ

る 。 詩文選集 を 作 る術に於て 佛蘭西は 遥か英國 よ り 進ん

で居 る が � そ れで も 、 ク レ ペ ー の選集や ル メ ル の選集

の や う な あ ん な 立派な 選集にす ら 、 排列は 頗 る 一般的の

も ので—―一年代順で� 殆ん ど それ以上 に 出 て居 ら ぬ。

上述の と を 諸君に 話 さ う と 思び 出 した の は 、 そ れに答

へ る ど を 不可能 と 思つた 色 々 な 質問 を 自 分が 先頃受 け た
か ら で あ る 。 西洋の詩に は 日 本の歌の 排列法 と い く ら か
似通つて居 る分類 さ れた排列法が あ る だ ら う と 、 斯 う 多敷

の 日 本の 學生は想像 さ れ る か も 知れぬ。 或は 獨逸に は そ
�........-��--.,-·、-""-,-"' - · ,,,.........,...__.�_,_ 

vers de societe の 一流 な 削 立せ l人。 先 生 の指 さ れ L col。
lect ion は 、 そ の著 London Lyrics � 1 857) な り 。 軽妙な 以
て 鳴 ろ 。

5 ・ 鐸者 1 こ は 此人不 明 。
6. Alphonse Lemerre. Les classiques fran�ais, la PetHe Biblio-

theque li tteraire, la Bibliotheque conte1nporaine et la Biblio
theque des curieux, la Pleiade fran<;ais の著あ り 。
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Japanese poetry. Perhaps the (_-:;er111a11s have some
thing of the kind, but the English and French have 
not. Any authority upon the subject of Japanese 
literature can, I have been told, inform himself 
almost in1 n1ediately as to all that bas oeen written 
in poetry upon a particular subject. Japanese poetry 
has been classified and sub-classified and double-index
ed or even quadruple-indexed after a manner incom
parably more exact than anything English antho
logies can show. I am aware that this fact is chiefly 
owing to the ancient rules abottt subjects, seasons, 
contrasts, a11d harmonies, after which the old poets 
used to "\7\t'·ritc. But whatever be said1 about such 
rules, there can he no durtbt at a ll of the excellence 
of the arrangements which the rules produced. It is 
greatly to 1Je regretted that we have not in I3nglish 
a system of arra11gement enabling the student to 
discover quickly all that has been written upon a 
pa rticular subject—such as roses, for example, or 
pine trees, or doves, or the beauties of the a11tumn 
s �ason. There is 11obody to tell you where to find 
such things ; and as the whole range2 ·of English 
poetry is so great that it tal{es a great many years 
even to glance through it, a me1norised knowledge of 
the subjects is impossible for the average3 man . I 

.,_,、�.....-----...._.,,. .... _. ―.. _、一、. . . .......,,, ー.. _ , .  ヘ.,-..... . 一....., ヽ·

猛 I .  何ん さ 世 人 に 言 ltれ よ う さ も 。 題詠 は 思想惑情を束纏す
ろ と ゆ ゑ非文學的な り さ の非難あ ら ん � t 、 な り 。
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ん な 種類の も のが あ るかも 知れぬが 畜 英國 に も 佛國 に も

そ ん な も のは無い。 自分の聞い て居る臨 に握ると 畜 日 本文

學 と いふ ー主題 に精通 し て居る植威者 は ど んな 人でも、

或る 特別な 一題目を 歌で 詠んで あ る ものな ら 線て殆ん

ど 直 ぐ に判 る と い ふ と である。 日 本の歌は 、 英國の 詩文

選集が示 し得る ど んな方法 よ り かも、 比較に な らぬ 程も

つと精密に分類 さ れ � それが更 に 細か く 分類 さ れ、 二重

に 索引付 に、 或は四重 に も索引付 き に さ れて居 る 。 此の

事賞は、 古背の 歌人が それに従つ て 歌 を 詠み な れて居

た 言 題 目 、 時候、 封比、 調和の 太古 か ら の 法則 に主 と

し て基いて居るといふ ど を 自 分 は知つて居る。 然 し そ ん

な法則に 就いて是非の 論は あ ら う が そ れ は 措いズ 、 兎 も

角 そ ん な 法則が 生み 出 した 部類分けの秀でて 居 る ど は少

し も疑ふ ど は 出来な い。 或る 特別な題 目 畜 ー一例を學 ぐ

れば、 薔薇 と か 畜 松の 木 と か｀ 鳩 と か � 秋季の美 し さ と か

いふ題 目で、 今迄詠ま れて 居 る 詩歌全部 を學生 を して

直 ぐ に褻見せ し め得 る やうな � そ んな 排列の 方式が英詩

に無い と いふ事は 大 に遺l惑とすべ きである。 そ んな ど を

何の本で検べてい ．り か言つて哭れ る者は誰 ー→人 あ り はせ

ぬ。 そ れに 英吉利の詩歌の 全範園は非常に廣いもので畜

中つと一 目 見通ほすにさ へ多大の年 月 を要す る と だから 畜

題 目 を 暗記 して 知つて居ようとすると は常人 には 不可能
✓-----.-..... へ

2. scope ; compass. 
3. ordinary. 
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believe that Macat11ay1 wottld have been able to 

remetnber almost any reference in the poetry then 

accessible to scholars, —just as the wonderful Greek 

scholar Porson2 could remember the exact place of 

any text in the whole of Greek literature, and even 

all the varieties of that text. But such men are born 

only once in hundreds of years ; the common 111e111ory 

can not attempt to emulate their feats. And it is 

very difficult at the present time for the ordinary 

student of poetry to tell you just how 1nuch has been 

written upon any particular subject by the best 

English poets. 

Now you will recognise s0111e di伍culties in the 

way of a lecturer in attetnpting to make classifica

tions of English poetry after the satne manner that  

Japanese classification can be n1ade of Japanese 

poetry. One must read enormously merely to obtain 

one's 1nateria]s, and even the11 tbe result is not to be 

thought of as exhaustive . . I am going to try to give 

you a few lectures upo11 English poe try thus classifi

ed, but we 111ust not expect that the lectures '\\"'ill be 

authoritatively complete. Indeed, we have no time 

for lectures of so thorough a sort. All that I can 
、......._.__,,..ヘ_.,,-..._.,,...、......._.,-、ヘヘ------------..,/""'、./"、---�---�""'-,....,______ 

註 1.. Thomas Babington Macaulay ( 1 800ー1 8刹 有名 な る 英國の
歴史家、 論文家 、 詩人兼政治家。 博覚強肥を 以て 名 あ り 。
殊に そ の 強 氾 は 驚 嘆 に 値 す る も の あ り き 。 Milton の『失棄
園』の 女11 き 長詩篇 t 暗誦 し居 fこ り さ い ふ 。

2. Richard Forson ( 1 759- 1 808) 。 Cambridge 大學 に て 希脹語
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の ど で あ る 。 かの驚嘆すべ き 希朧學者 ポ ル ゾ ン が 、 希
朧 文學全開の ど ん な本文で も 的確に 共の在 り 場虐 を 記憶
し 、 お ま け に そ の本文の あ ら ゆ る 異麓 3 を も 記憶 し得 た
や う に 、 マ コ ウ レ ー な ら ば、 常時學者の手の届 く 限 り の
詩歌の 殆ん ど ど ん な 引 照 を も 記憶 し得た ど で あ ら う と 自
分は信 じ て 居 る 。 然 し そ ん な 人間は幾百年に た ゞ 一度 し

か生れぬ 3 そ ん な 人 の 為 した ど を 普通の記憶力 しか無い
も の が 見倣ふ謁 に は 行かぬ。 そ れか 恥 今の と こ ろ � 尋

常普通な 詩歌研究者 に と つて 、 何か 或 る特殊な題 目 に封
して 最善な 英國詩人 が ど れ丈 け書いて居 る か、 そ れ を 諸

君に述べ る ど は 甚だ 困難で あ る 。

掠て 、 日 本の 詩歌を 日 本の 分類法 で 分類 す る と 同 じ
方法 を 用 ひ て 英國 の 詩歌 を 分類 せん と 企て る ど は 講演
者に と つて 幾分困難 だ と いふ と は 諸君 は 認め る で あ ら

う 。 た だ 材料 を 手 に 入 れ る 丈 に 非常 に 澤山 な 書物 を 讀
ま な け れ ば な ら ぬ。 そ して 讀んだ に して も 、 その結果

が遺漏 の 無 い も の と 考 へ る ど は 出来 な い。 自分は 斯 ＜
し て分類 さ れた 英國の詩歌に封 して 二三 回の講演 を 諸君
に し よ う と 思つて居 る の で あ る が 、 そ の 講演が 信攘す る

に足 る 完全な も の と 期待 して は な ら ぬ。 自分の 試み得 る
ど は 、 英國 の詩人が 某々 二三の題 目 に封 して 恩索 し且つ

教授t� り し と あ り 。 London Institution ( 1806) の 闘書館員
1: り l e あ り 。 希服文學其他の 著 書敷種 あ り 。 博覧強 祀
を 以 て 名 あ り し人。

3・ 書物 に よ り て 他の書物に あ る の さ 文旬の異 れ ろ が あ り 。
さ ろ 異れ る 文旬の な い ふ な り 。
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attempt will be to give you an idea of the best things 
that English poets have thought and expressed upon 
certain subjects. 

You l{now that the old Greeks wrote a great 
deal of beautiful poetry abo11t insects, ―especially 
about 1nusical insects, crickets, cicadae, and other 
insects such as those the Japanese poets have been 
writing about for so many hundreds of years. But 
in modern western poetry there is very little, com
paratively speaking, about . insects. 1"'he English 
poets have all written a great deal about birds, and 
especially abont singing birds ; but ver}T little bas 
been written upon the subject of insects—singing 
insects. One reason is probably that the n11mber of 
musical insects in England is very sn1all , perhaps 
owing to the climate. American poets have written 
more about insects than English poets have done, 
though their work is of a n1uch less finished1 kind. 
But this is because musical insects in. America are 
very numerous. On the whole, we may say that 
neither in English nor in French poetry will you find 
much about the voices of crickets, locusts, or cicadae. 
I could not even give you a special lecture upon that 
subject. \Ve must take the · subject " insect " in a 
rather general signification ;2 and if we do that we 

�-、

誌 1. complete ; perfect. 
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表現 した 最上な物 につい て の概念 を 諸君に輿へ よ う と す

る だけ のと で あ る 。

諸君は知つ て 居 る 、 古昔の希朧人 は 、 昆虫 に 就いて ―

殊に聾の好い昆虫 、 丁度 日 本の歌 よ み が 幾百年の間そ れ

を詠ん だ蜂蝉や 蝉や 他の虫に就いて—� し い詩を澤

山 に書いた。 臨が西 洋の近代の詩には 、 比較的に 言つて 'Ill

昆虫 に 謁 した詩は甚だ少い。 英國の詩人 は 皆んな 鳥 に 就

い て は、 特に喘く 鳥 に 就い ては� 随分 澤山 詩を書いて 居

る が 、 昆虫 と い ふ題 目 — 暗 く虫 とい ふ題目で書いた も

の は甚 だ勘い。 一つの理由 は 、 多分氣候の為 め 、 英國 に は

墜の女子 い虫の数が 甚だ勘いといふ ど で あ る や う だ。 亜米

利加の詩人 は 英國の詩人が 書 い て居 るより も もつと澤山

昆虫 の と を害いて居 る 、 尤 も そ の作品は 英國の もの よ り

か造か仕上げの足りない もの では あ る が。 が米國 に 多い

諜は 、 亜米利加 に は 弊の好 い虫 が 非常 に数多 く 居 るから

で あ る。 全骰 と して、 英國の詩にも佛國の詩にも� 蜻蝉 、

鎧鍋＂ 或 は 蝉に就い ては詩は 多く無い と 言つてよから う 。

こ の題目で 詣君に 特別講義す る ど す ら出来 ま い。 insect 

（昆虫 ） とい ふ題目広 や い 一般的 な意義に取らな ければ

．^ ._,...._ 、...,_____

2 .  sense ; implication. 
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can edit together a 11ice little collection of poetical 
exan1ples. 

1'he butterfly was regarded l)y the Greeks espe
cially as the emblem of the soul and the ref ore of 
immortality. We have several Greek remains, 
picturing the butterfly as perched upon a sku11, thus 
sy1nbolising life beyond death . And the metamor
phosis of the inseet is, you l{now, very often referred 
to in Greek philosoph1·. \Ve 111ight expect that 
English poets would have considered the butterfly 
especially fron1 this point of vie,v ; and we do have a 
few examples. Perhaps the best k11ov-1n is that of 
Coleridge. 1  

'fhe butterfly the ancient Grecians 1nade 
The soul's fair eml,lem,2 and its only name— 

Ilut of the soul, escaped the slavish trade 
()f earthly ... life ! For in this 1nortal3 fratne 
O L1rs is the reptile's lot, much toil, tnuch blame, 
Manifold motions ma1{ing little speed, 
And to deform and kill the th ings whereon we 

feed. 

'fhe allusion to the ' ' natne " is of cou,rse to the 
Greek word, psyche, which signifies both soul and 

�...,,...._,...._..,,,,、..,.,,......,,,-.._.,.、ーへ

註 I . San1uel Taylor Coleridge ( 1 772-1834) 英國 の 詩 人兼批 f

家っ
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な る ま い 。 さ う すれば 模範詩歌の立派な 小詩集 を 出版ず

る と が 出来る 。
蝶は希朧人 に は殊に精帥の表章 畜 従つて ま た 不死 不滅

の表章 と 見倣 さ れて居つた。 死後の 生命の象徽に 、 憫牒

の 上に と ま つて 居 る 蝶 を 条會 に描 い た 希朧人 の遺物は澤山
に 在 る 。 それか ら 此の 虫 が 愛態す る ど を 、 諸君が知つて
居 る や う に 、 希朧哲學で は 毎度引 合に 出 して あ る 。 そ こ
で 、 英國 の詩人 も 殊に 此見地か ら して 蝶 を 考察 して は居
な いか と 期待 さ れ る と と 恩ふ。 と こ ろ が果 して 二三の例
が あ る の で あ る 。 一番 能 く 姉れ 渡つて 居 る の は コ ー ル
リ ツ ヂの だ ら う と 恩ふ。

い に し へ の 、 希服の 人 は 、 胡 蝶な ば、

人の み魂の表章 （ し ろ し ） � t 、 そ が唯一 の 名 さ も し つ 。

み魂 ミ い ふ い う つ し 世 の 、 奴隷の 如 き 束繍の 、

つ さ め の が れ し み 魂 な り 。 死 あ る 我等 の む く ろ に t-r. 、

く ろ し み 多 く 、 過失 （こ が） 多 く 、 わ づ か進む に 様 々 ド 、

身を慟 かも か く ｛ ま t: 、 我等 が糧を得 る 物 を 、

損な ひ 殺 し 、 技を這ふ 、 虫 の 身 に し も 似て あ れ ば 。

そ の 『名 』 と 言ふた の は 、 固 よ り 希朧語の psyche ( サ

ィ キ ） と い ふ語 を指 した ので 、 こ れは 魂 と い ふ意味 と 胡
__,......_, ....,,,-_,..____,,,·-、....,/"'-..,,/""、ヘ,,,..、------、,/'-,,へ.,�...._,-.._;..._,_、

-2. syn1bol ; allusive figure. 

3. subject to death ; destined to die. 
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butterfly. Psyche, as the soul, was pictured by the 

Greel{:s as a beautiful girl , with a son1e�vhat sad face, 

and butterfly wings springing from her shoulders. 

Coleridge tells 11s here that although the Greeks 

likened the soul to the butterfly, we 1nust 1·emember 

what the l)utterfly really is, —the last an:d highest 

state of insect-being―' ' escaped the slavish trade of 

earthly Jife." vVhat is this so-called slavish trade ? 

It is the necessity of working and struggling in order 

to live—in order to obtain food. The but terfly is 

not much of1 an eater ; some varieties, 2 indeed, do 

not eat at all . All the necessity for eating ended 

with tbe life of the larva. In the same manner 

religion teaches that the so11l represents the changed 

state of 1nan. In this life a man is only like a cater

pillar ; death changes hin1 into a chrysalis, and out 

of the chrysalis issues the winged soul which does 

not ha·ve to trouble itself about such matters as 

eating and drit1king. B)· the word " reptile ' '3 in this 

verse, you must understand caterpillar. Therefore 

the poet speaks of all our human worlc as n1anif old 

1notio11s making litt1e speed ; you have seen how 

n1any motions a caterpillar niust make in order to 

go even a little distance, and you must have noticed 

the n1anner in which it spoils the ap.pearance of the 
.,., .• ......._.,,.、---、.,一、_, ヽ.- �. ―グ～、_,___.,,.、—._.―ヽ.-、-�----·へ---------�'--··....ーグ ―··-··-、へ｀

腟 1 .  to be not much of a―。 大 l t: ーーで無い。
2. 生物學上、 種 (species) の 次 に 位す る 簑種な り 。
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蝶 と いふ意味 と 雨方有つて居 る 。 魂 と して の psyche は 畜

雨の肩か ら 胡蝶の 翅が出 て居 る 、 憂 を帯びた顔の 、 美 く
しい娘 と して 希朧人は 描 い て 居つた 。 コ ー ル リ ツ ヂ は

此の詩に斯 う 言 う て 居 る 。 希朧人は 魂 を胡蝶に な ぞ ら へ
て 居 る けれ ど も 、 我 々 は 胡蝶は 質際 何んで あ る か 畜 ー一
『 うつ し 世の � 奴隷の如 き束縛の 。 つ と め の がれ し』 昆虫
生涯の最後の 最高の朕態 を 恩出 さ な ければ な ら ぬ。 此の
所謂 奴隷の や う な仕事 と は何んで あ る か。 生 き んが為 め
に 一ー 食物 を 得んが為 め に 一 仕事 を し骨 を折 る 必要 を
い ふの で あ る 。 胡蝶 と い ふ も の は 大 し て物は食は ぬ も の
で あ る 。 質際全 く 何 も 喰べな い種類の も の も あ る 。 物 を
喰べる必要は全 く 仔贔生活 と 共に終 る の で あ る 。 同様に 、
魂 と いふ は 人間の菱化 した朕態 を 示 し て 居 る の だ と 宗政
が敦へ る 。 此泄に於て は、 人間は 全 く 毛虫 に 過 ぎな い。
死が 人間 を 一個の蛹 に愛 じ 、 そ の 蛹か ら して 、 食ふ と か
飲む と かいふや う な ど に 心配 を せん で も よ い 翼の 生 え た
魂が 出 て 来 る 。 此詩に 用 ひ て あ る reptile と いふ語は 畜

毛虫 と い ふ意味だ と 解 さ な く て は な ら ぬ。 そ こ で此 詩人
は 、 我 々 人間の 仕事な る も の は 、 少 し歩む の に稲々 多様
な 運動 を す る そ の運動だ と いふの であ る 。 諸君は 、 毛虫
が 少 しの距離 を 進む の に も 幾多 の 運動 を しな き や な ら ぬ
か を 知つて 居 る 。 ま た 諸君は 、 そ の 毛虫 が喰べ る植物の
外観 を 害ね る 害ねや う を注意 した に相違無い。 あ ら ゆ る
生活は 一―— 殊に 人 間の生活は 一一＿ た ゞ 他の 生活 を 滅ぼ L

�·、.._,.、、,,...、�―_,,__...、

3・ 本来の 意昧 (! a creeping animal 。
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plant upon which it feeds . There is here an allusion 
to tbe strange and terrible fact, that all life—and 
particularly tbe life of man—is maintained only by 
the destruction of other life. In order to live we 
must kill—perhaps only plants, but in any case '\Ve 
must kill. 

\Vordsworth has several poems on but terflies, 
but only one of them is really fine. It is fine, not 
because it suggests any deep problem, but because 
with absolute si1nplicity it pictures the charming 
difference of character i11 a little boy and a l ittle girl 
playing together in the fields. The poem is addressed1 

to the butterfly. 

Stay near me-do 11ot take thy flight ! 
A little longer stay in sight !2 

Much converse do I find in thee , 
IIistorian of my infancy ! 
Float near n1e ; do not yet de1?art ! 
J)ead times revive in thee : 
Thou bring'st, gay creature as thou art ! 
A solemn image to n1y heart, 

My father's family. 

Oh ! pleasant, pleasant were the days, 

—-、--、--ヘ ,.....__.,.-._,.,.....,__ __、.,,-、,..,..._._、--

諷 I. addressed—spoken. 
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て の み 維持 さ れ る も の だ と い ふ 、 不恩議な 且つ権 る べ き

事質 に 、 此詩で 暗に 言 ひ追ん で 居 る 。 生 き んが 為に は

我 々 は 物 を 殺 さ ね ばな ら ぬの で あ る 、 — 尤 も 、 そ れが

植物だ け の と も あ ら う が� 兎に角 我 々 は 物 を 殺 さ ねばな

ら ぬ ので あ る 。

ワ ア ヅ ワ ア ス に は 胡蝶を 詠ん だ詩が敷々 あ る が 、 鍵に

好い の は そ の 中一篇 しか無い。 好い と いふ の は 、 何か深

遠な 問題 を 暗示 し て 居 る か ら と い ふ謁 で 無 く 、 非常 に箪

純に 、 野原 で ——所に遊ん で居 る 小 さ な 男 の子 と 小 さ な 女

の子 と の 性質の面 白 い 相違 を 描い て 居 る が 為 めで あ る 。

此詩は蝶に 向 つて言 ひか け て 居 る の で あ る 。

近 く にあれゃ―飛び去 ろ な ！

見ゆ ろ こ こ ろ に 今 し ば L I

言 ひ f冷 と の敷 あ れ ば、

我が幼年を記 る す 汝 （ な ） れ ！

近 く な 飛べや、 ま だ去 る な ！

逝 き し 月 日 の汝 （ な ） に 復 活（ か へ） ろ 。

築 し く飛べ �·、 思 は す よ 、

さ ろ 面影な も ご そ かの、

父の う か ら fe ! 

築 し か り L よ そ の 頃 は 、

.,,,....__、...........__ _ -�-"""-"'"'.,......_.....、-----�

2. in sight—within view or seeing distance. 
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The tin1e, '\vhen,  111 our cbildisb plays, 
My sister Emmeline and I 
Together chased the butterfly ! 
A very b11nter did I rush 
Upon the prey : v,ith leaps and springs 
I foil owed on from brake to bush ; 
11ut she, God love her, feared to brush 
The dust from off its wings. 

\Vhat we call and what looks like dust on the 
wings of a butterfly, English children are now taught 
to know as really beautiful scales or featherlets, but 
in Wordsworth's  time the real structure of the insect 
was not so well known as now to little people. 
Therefore to the boy the coloured matter brushed 
from the "vings would only have seemed so much 
dust. But the little girl, with the instinctive tender
ness of the future 1nother-soul in her, dreads to touch 
those strangely delicate wings ; she fears, not only to 
spoil , but also to hurt. 

Deeper thoughts than memory may still be 
suggested to English poets by the sight of a butterfly, 
and JJrobably wilJ be for hundreds of years to come. 
Perhaps the best poem of a half-tnetaphorical,1 half
philosophical thought about butterflies is the heauti-

註 I .  暗比的、 際喩的。 露 置 げ ろ が 如 く に 涙が袖を濡 ら す 、 さ
い ふ を 『袖 に 露置 く 』 さ や う に 暗に 露な涙に 比す ろ 言 ひ方
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子供お そ び に 我 さ わが

妹 エ ム ヽJ ン ミ も ゞ も に

蝶追 び 行 き し 其 頃 (!. ! 

追 う て は 我 は 走 り し ょ

跳 ね L 飛ぴ も し 犠 牲 （ い �j' i こ へ ） へ

く さ む ら 出 で > 藪の 中 。
妹恐れ ね 、 L ほ ら し く 、2

翅の粉（ こ な）な � � す し 。

蝶の翅の上の 、 我 々 が 粉 （ こ な ） と 呼ぶ 、 叉 粉 と 見ゆ

る も の は � 質に 美 しい鱗｝｝ 又は細材毛だ と 知 る や う に 今

の英國 の 兒童は敦は る ので あ る が 、 ワ ア ヅ ワ ア ス 時代に

は 、 こ の昆虫 の 腱の 性質は 、 子供に は 畜 今ほ ど 能 く は判
つて 居な かつた。 だか ら して こ の 男 の子に は 、 蝶の 翅か

ら 擦 り 落 と さ れる 色の つい た物は 、 た ゞ そ れだ け の粉 と
しか 思へ な か つた で あ ら う 。 然 し そ の小 さ な 女の子は 、

未来の親心の 本能的 な や さ し さ が あ る か ら 、 そ の 不思議

な ほ ど に か よ わ い翅に手 を獨れ る ど が 怖い の で あ る o 見

つ と も な く す る の を 恐れ る許 り で 無い 、 怪我 さ せ る と を
も 恐れ る の で あ る 。

英國の 詩人 は 、 蝶 を 眺 め て 、 懐出 よ り も も つ と 深い恩

想 を 恩 ひ浮ばせ ら れ る ので あ る 。 多分 今後敷百年の 間 も
左 う で あ ら う 。 胡蝶に 就い て の 畜 半ば讐喩的 半ば哲學的
恩想の 最普の 詩は 、 恐 ら く プ ラ ウ ニ ン グ の 『縁 日 の

w r、

を metaphor さ い ふ 。
2. 紳 ょ 、 彼の女な愛 し給It ん c 1J;, よ 、 な り 。
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f ul prologue1 to Browning's2 、 ' Fifine at the Fa ir,''3 

which prologue is curiously entitled ' ' Amphibian "― 

implying that we are about to have a reference to 

creatures capable of living in two distinctive ele

ments, . yet absolutely belonging neither to the one 

nor to the other. The poet s,vims out far into the 

sea 011 a beatttifnl day ; and, suddenly, looking up, 

perceives a beautiful butterfly flying over bis head, as 

if watching him. The sight of the :insect at once 

suggests to him its relation to Greek fancy as a name 

for the soul ; then he begins to wonder whether it 

might not 1·eally be the soul, or be the symbol of the 

soul, _ of a dead woman who loved him. From that 

point of the poem begins a little metaphysical fantasy 

about the possible condition of souls. 

The fancy I had to-day, 
Fancy which turned a fear ! 

I swain far out in the bay, 

Since waves laughed warm and clear=> 

I lay and looked at the sun, 

The noon-sun looked at me : 

註 1.  長 き 詩の序詞な い ふ。
2. Robert Browning ( 1 81 2-1 889) -)-- It世氾四大詩人の一人。
3. fair (! 日 本の縁 日 の 如 き 市（い ち ） 。 Fifine lt詩中 に 描か

れ あ る 、 佛國の海岸町 Pornic へ来 り 、 縁 8 (2)見世物興行
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フ ア イ フ ア イ ン』 で あ ら う 。 そ の詩の序詞は 『雨棲動物』

と いふ妙な 題に なっ て 居 る 。 それは 、 我 々 人間は 、 かつ

き り 違つた 二つの領分に 棲み得 る が 、 絶封的に そ の何れ

に も 島 して居な い動物 に 開係が あ り さ う に 思へ る と い ふ

と を 暗示 した も の であ る 。 詩人は 或 る 美は しい 日 に遠 く

海へ泳 ぎ出 る 。 そ して ＂ 顔 を撞げ て 見 る と 、 突然 自分の

頭上 を 飛んで居 る 、 自分 を 看 ま も つて で も 居 さ う な 畜 美

しい蝶が見 え る 。 こ の昆虫 を 見 る と 、 直 ぐ と それが魂の

名 と して 希朧人の 空想 に 現はれて居 る 闘係が頭に 浮ぶ。

そ こで 畜 そ の蝶は 自 分 を 愛 し て居た 畜 今は 亡 き 女の買質

の魂ぢや な か ら う か� 或は そ の魂の 表示ぢ やな か ら う か

と 怪 し み 出 す。 こ の詩の こ の邊の虐か ら し て 、 魂の 朕態

は若 しや 斯ん な も ので は な か ら う か と の 。 一寸 した 哲學

的空想が始 ま る ので あ る 。

今 日 余が得t: ろ 此の空想(t'\ も ひ） 、

恐怖(b' そ れ ） さ な り し空想(t.l' も ひ） よ な ！

入江 は る か に 泳ぎ出 ね、
清波ね く げ に 笑み居 L I: 。

身を あ な む け に B な ば見ね、

我な慎叢の B に見t: り 。
,,..._,._.......,...___ 

に 出 づ ろ gipsy の 美人の 名 。 此百三十解に わt: ろ 長詩 l:t、
利已的 な 無情 な好色務の 行為 に 潜 む 心的過程を 解繹せ ろ
も の 汀 胃 せ ら ろ 。 好色漢 Don Juan が そ の妻 Elvire に 訊；
＜ 詭絆仲 々 に 面自 ＜ 讀 ま る。
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Between us two, no one 

Live creature, that I could see. 

Yes ! There ca111e floatir1g by 

Me, who lay floating too, 

Such a strange butterfly ! 

Creature as dear as new : 

Because the me1nbraned1 wings 

So wonderful, so w·ide, 

So sun-suffused , were tIJings 

Like soul and nougnt besjde. 

So 1nuch for the co11ditions of the poet's revery. 

He is swimming in the sea ; above bis face, only a 

few inches away, the beautiful butterfly is hovering. 

Its apparition makes him think of many things— 

perhaps first about the da11gerous position of the 

butterfly, for if it should only touch the water, it is 

certain to be drowned. But it does 11ot touch the 

water ; and be begins to think how clumsy2 is the mar1 

"\Vho moves in water compared ヽvith the insect that 

moves in air, and how ugly a 1na11 is by comparison 

vvith the exquisite creature which the Greeks likened 

to the soul or ghost of the man. Thinl{ing about 
—^—-.._,,....,__,,, ,..,-、,/'"•�-・ ｀ 

誌 1. 1nembrane (薄膜） さ い ふ名詞を動詞様 に用 ひ し な り 。



ー 425 -

ふ1: uJ の 中 に 生 け る も の 、

我 は 見 ざ り き 、 何 一 つ 。

あ ら す ！ 同 じ く 浮ぴ居 ろ

我が 身 に 近 く 浮ぴ来 ろ

消 げ に も ま た 愛 ら し き

げ に も 怪 し き 蝶 ー1 羽 ！

さ も 不思議な ろ 、 さ し 廣 き 、

さ も H の 光i張 り し 、

紙 � t う す き そ の 翅、

t: ま し ひ こ し も 見えた れ ば。

此詩人が 空想 を 起 した事情に 就い て は それだ け。 彼は
海中 で泳いで居 る の で あ る 。 そ の顔の上 � つい四五寸 離
れて � 美 し い そ の蝶が 飛び廻つ て居 る 。 そ の姿が色 々 な

ど を 彼に考へ さ せ る 、 一ー初 に は或は そ の蝶の危瞼 な地位

を 思つた り す る 、 一寸で も 水に獨つた な ら 、 そ の蝶は 溺
れ る に き まつて 居 る か ら 。 と こ ろ が水 に は獨 ら な い。 そ
れか ら 彼は 、 水の 中 で 動いて 居 る 人 間 は 、 空中 を 飛ん で
居る こ の 虫 と 比べて 何ん と ま あ 不器用 な も の だ ら う と 考
ヘ始 め る 。 それか ら 、 希朧人が 人 間の魂若 し く は 幽霙に
た ぐ へた 此の美妙な 動物 と 比べて 、 人間は 何ん た る 醜い
も の で あ ら う か と 考へ る 。 幽露 と いふ ど を 考へ る と い ふ

_r-._,,-、_.-.._,.�./"'..ー／ヘ.._,,-.___. .-、-へ�--

2. awkward ; ungainly ; uncouth。
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ghost s leads him at once to the tnemory of a certain 

very dear ghost about which he forth'\!vith begi ns to 

dream. 

What if a certain soul 

Which early slipped its sheath , 

And bas for its home the vvbole 

Of heaven, thus look beneath, 

Thus - watch one who, in the world, 

Both lives and likes life's way, 

Nor wishes the wings unfurled 

That sleep in the worm, they say ? 

But sometimes when the weather 

ls blue, and warm waves tempt 

To free oneself of tether,1 

And try a life exempt 

From worldly noise and dust, 

In the sph�re which overbrims2 

With passion and thought, —why, just 

Unable to fly, one swims ! 

This is better understood by paraphrase : " I  

註 1. a chain, rope, halter. 
2. overbrims with—is full of. 
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と 、 それ を 直 ぐ に 彼が夢み そ め る 或 る 一つの な づか し い

幽露の懐出へ と 直 ぐ に考が向 く 。8

早 く 殻な ぼね げ 出 でて

今 は み空を 住み家 な ろ

魂 あ り .,,( 斯 ＜ 我を

見下る し居 ろ さ せ ぱ如何 に 。

此世 に 生 き て 、 生好 み 、

虫 に (1潜 む 翅 セ ば

撰げ 、4..1 � し t 願(t ざ る

L の を 見居 ろ さ せ ぱ如何lこ ？

さ れ さ た ま た ま 青空 こ 、

暖 き 海誘 う て 、

身を 世 に つ な ぐ鎖 よ り

の がれ て 、 音 g 癸 こ の

浮 世 の生を脱すべ く

っ こ む ろ 時 L 情熱 こ

思想 ご 溢 る 世 界 さ て 一一

飛べ れ ば 人 に 泳 ぐ な り ！

こ れは 意繹すれば よ く 解 （わか） る 。 『死 あ る 肉罷 と い

,.,....、--、←ヘ-·�

3 ・ 直 ぐ に 色 んな夢想空想 に 耽 ら し め る 今 は亡 き 人の と な 思
は す 、 ご な り 。
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wonder if the soul of a certain person, who lately 
died, slipped so gently out of the hard sheath of the 
perishable body—I wonder if she does not look down 
from her home in the sky upon me, just as that little 
butterfly is doing at this moment. And I wonder if 
she laughs at the clumsiness of this poor swimmer, 
who finds it so much labour even to move through 
the water, while she can move through whatever she 
pleases by the si1n1lle act of "\:visbing. And this man, 
stra ngely enough ,  does not want to die, and to 
becon1e a ghost. l-Ie likes to live very much ; be does 
not yet desire those soul-\vings vvhich are supposed 
to be growing within the shell of his body, just as 
the wings of the butterfly begin to grow in the 
chrysalis. He does not want to die at all. But 
sometirr1es he wants to get away from the struggle 
and the dust of the city, and to be alone with 
nature ; and then, in order to be perfectly alone, he 
swi1ns. He would like to fly much better ; but he 
can not. However, swimming is very much like 
flying, only the elernent1 of water is tbicl{er than air. ' ' 

However, more than the poet's words is sug
gested here. We are really told that what a fine 
mind desires is spiritual life, pure intellectual life— 

free from all the trammels2 of bodily necessity. Is 
へ....,, へへ ��"--"""'---- . ...__,.____ •. ...._,, •. ヽ ヘ-�........,,,....ー、

註 1 ・ 天地を成す地水火風空 さ いふ elements の う ち ク水 さ い
ふ element,
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ふ堅い鞘からあん なに 穏やかに ぬけ 出た、 此間 死ん だ あ

の 人 の 魂が 一 あの女が ＿� 今自分 を

見下ろして居る や う に、 天界の その家から 自分 を 見下 ろ

して居はせぬか知 ら。 あの 女は 、 た ゞ 行 き たいと恩ふだ

けで 自分の好 きな鹿 何虞へでも行 け るの に、 水の 中を行

く にすら 斯ん な に 骨折つ て居る此の下手な泳ぎ手の不器

用 さ を あの女は 笑つて 居はせぬか知 ら。 それに 此男 は、

如何に も 不思議千萬だ 、 死にた ＜ 恩 は す、 ド睛屡に な ら う

と思 は ぬ。 生 き て居るどを非常に好いて居 る 。 蝶の翅が

蛹の な かで 生長 し だす と 同 じで、 あ の男の 身骰の殻の 中

で 生長 し つ い あ る と 想はれて居る 魂の翅 を 欲 し もせぬ。

少しも死ぬる と を 欲 しな いの だ。 そ れで も 時々は 市井の

闘争 と 塵芥とより脱れ て、 自然 と 二人 き り にな ら う と欲

する。 そ れか ら ま た、 全然 一人 き り に な ら う と 思 う て�

その 男 は 泳 ぐ 。 泳 ぐよ り か飛び た いの だ ら う 。 だが そ れ

は 出 来ぬ。 然 し 泳 ぐどは 餘程 飛ぶど に似て居る。 た ゞ

水は空氣 よ り 濃いだ け違ふ』。

が然 し 、 此詩には 此詩人の言句以上の ど が 暗示 さ れて

居る。 立派な心が 希望する と こ ろ の もの は 一一肉個的必

要の あ ら ゆ る 桂桔をの がれた 一―— 精紳 的生活 、 純知的生

活である とい ふ ど を 我々は 質際 聞い て 居る 。 水泳者は

’•グ

2. shackles ; in1pediments. 



ー 43o -

not the swimmer really a symbol of the superior 
mind in .its present condition ? Your best swimmer 
can not live under the water, neither can be rise into 
the beautiful blue air. Ile can only l{eep bis bead in 
the air ; bis body must retnain in the grosser element. 
Wel1 ,  a great thinker and poet is ever thus-floating 
between the universe of spirit and the universe · of 
matter. By his mind be belongs to the region of 
pt1re mind, —the ethereal state ; but the hard necessity 
of living keeps hin1 down in the world of sense and 
grossness and struggle .  On the other band the 
butterfly, freely moving in a finer element, better 
represents the state of spirit or soul. 

\Vhat is the use of being dissatisfied with 
nature ? The best we can do is to enjoy in the 
imagination those things which it is not possible for 
us to enjoy in fact. 

Etnancipate through passion 
And thought, with sea for slcy, 
We substitute, in a fashion, 
For heaven-poetry ; 

Which sea, to all intent, 1 

Gives flesh such noon'2-disport, 
�-------....,.....__,.. __、_.,.....,__

9圭 1 . to all intent =practicaliy ; virtually. 
2. noon=high. 
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そ の現朕に於る 優秀な 心の表微で は 質際無い か。 ど ん な
に 熟練 な 水泳者 も 、 水の下 では 生 き て 行 け ぬ � ま た美 し
い 青空へ昇つ て行 く と も 出 来ぬ。 頭は 空中 に 出 して居れ
は す る 。 身閤は も つ と 濃厚な 棲息範園 に 残 して 置かな
き や な ら ぬ。 扱て考へて 見給へ畜 大思想家大詩人 は 一

精神の泄界 と 物質の 世界 と の間 に 浮ん で ｀ — 常 に 斯 う
な の で あ る 。 そ の 心か ら見れば、 純潔 な心の境地 ー一 霙

氣の世界—の も の だが、 生 き て 行 く と いふ 冷酷な必要
が 、 彼を 引 き と めて感覺 と 卑野 と 闘争 と の此泄界に置い
て 居 る の で あ る 。 之 に反 して � も つ と 霙妙な棲息範園 を

自 由 に あ る いて 居 る 胡蝶は 、 精 神 界 若 し く は精 霙 界 を

よ り よ く 現は して居 る 。
自 然に封 し て 不満の 念 を抱いて それで何に な る ？ 現賓

で は 我 々 が 享業の 出来な い物 を 想像で 享業す る と が我
々 の為 し得 る 最善の と で あ る 。

情 さ 思想に解脱 して 8

空の代 り に 海な有 ち 、

天上 界の 代 り に は 、 奮

詩歌の 世 界を我等 有つ。

そ の海 こ そ は ま こ こ げに

風の 世 界がたま し ひに

3. emancipate—freed. 

4. substitute—put in exchange. 
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As a finer element1 

Affords the spirit-sort. 2 

Now you see where the poet's vision of a beauti
ful butterfly has been leading his imagination . The 
nearest approach which we can make to the act of 
flying, in the body, is the act of swimmit1g. 'l'he 
nearest approach that we can make to the heavenly 
condition, mentally, is in poetry. Poetry, in1agin如

tion, tbe pleasure of emotional expression—these 
represent our nearest approach to paradise .  Poetry 
is the sea in ·which the soul of man can swim even as 
l)utterflies can swim in the air, or happy ghosts 
swin1 in · the finer clement of the infinite ether. The 
last three stanzas of the poem are very suggestive : 

And rr1eantime, yonder streak 
Meets the horizon's verge ; 
That is the land, to seek 
If we tire or dread the surge :3 

Land the solid and safe— 

To welcome again (confess I) 
When, high and dry, we chafe4 

The body, and don the dress. 
,-..,,,-... 

註 I .  水 よ り も 稀薄龍粋な る element 即 ち air なり 。
2. tこ ま し ひ の者共，
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典ふ な 如 き 媛棄 ( tこ の しみ） を

肉 あ る も の に 典ふ な り 。

美 し い ー匹の胡蝶 を此詩人が 見た と が。 何虞へ そ の想
像力 を 導いた か 諸君に判 る だ ら う 。 肉罷で も つ て 畜 我々
が為 し得 る 動作で 飛ぶ と いふ動作に 最 も 近い も の は 、 泳
ぐ と い ふ動作で あ る 。 精神上に於て 、 我 々 が 為 し得る と

で 、 天國の朕態に 一番 接近 し得 る と は詩歌の 泄界に遊ぶ
と で あ る 。 詩歌、 想像、 情緒疲表の快 — 此等は天國ヘ
の最 も 近い接近 と な る ので あ る 。 胡蝶が 空で泳 ぐ と が 出

来 、 幸幅な墜が も つ と 稀薄純潔 な 無窮の エ ー テ ル の境
地 で泳 ぐ と が出来 る の と 丁度同 じ く � 詩歌は 人間の精神
が其虞で 泳 ぐ と の 出来 る 海で あ る 。 此詩の最後の三解は
頗 る 暗示的な も ので あ る 。

線（す ぢ） さ も 見ゆ る 遠 き 陸

地平の縁（ふ ら ） と 相 曾 へ り 。

痕恐れ ん か疲れんか、

そ れ ぞ我等が 向ふ土地。

水 出 て 身を は捺（す ） り ね く め 、

衣物を ま ふ 時 は ま た

（ 自 白 す ） 我等歓迎の一

陸 に堅固 に 安全 に 。
ヽ�ヽ ---------� 

3. a large wave or billow. 

4. to make warm by friction. 

,......_..-、------------、-----·-·-
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Does she look, pity, wonder 
At one who mimics1 flight, 
Swims—heaven above, sea under, 
Yet always earth in sight ? 

" Streak," meani11g an indistinct line, here refers 
to the coast far away, as it appears to the swimmer. 
It is just such a word as a good Japanese painter 
ought to apprecia te in such a relation. In suggesting 
that the swimmer is glad to return to shore again 
and get warm, the poet is telling us that however 
much we may talk about the happiness of spirits in 
heaven―however much we 111ay praise heaven in 
poetry—the truth is that we are very fond of this 
world, we like comfort, we like company,2 we like 
huma11 love and hnman pleasures. There is a good 
deal of 11onsense in pretending that we think heaven 
is a better place than the world to which we belong. 
Perhaps it is a better place, but, as a matter of fact, 
we do not know anything about it ; and we should 
be frightened if we could go beyond a certain distance 
fro1n the real world which we do know. As he tells 
us this, the poet begins again to think about the 
spirit of the dead woman. Is she happy ? Is she 
looking at him—and pitying him as he swi111s, taking 

·""--� 

註 1. to act in imitation of. 
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上に は空な、 下（ し 1:) に 海�
さ れ ゞ陸な ば常 に 見て、
飛ぶ と 慎似て 水泳 ぐ

者な彼女 lt憐む か。

不分明 な線 と いふ意味の streak と い ふ語は 、 此虐 では
水泳者 に さ う 思へる 、 造かに 遠 き 海岸の ど を 言 う て 居 る
ので あ る 。 此語は 正 （ ま さ ） に 立派な 日 本の壷エが 斯か
る 場合畜 いか に も と 感賞すべ き 語で あ る 。 水泳者は 再び
岸へ 還つて 暖 ま る の を 悦ぶ も の だ と いふ ど を 暗示 して 、
詩人 は 我 々 に斯 う 語 り つ い あ る ので あ る 。 即 ち ＂ ど ん な
に我 々 は 天上界の精露の幸輻 を云 々 して も 、一詩で天上
界 を ど んな に 讃美 して も 、 箕賓 を 云へば、 我 々 は 此の泄
界 を 甚だ好い て居 り 、 我 々 は 愉楽 を好 んで 居 凡 我 々 は
友 と 交 る と を 好んで居 り 、 我々 は 人間 の愛 と 人間の快業
と を好ん で居 る の で あ る 。 天上界は 我々 が現 に居 る 拙界
よ り も 普い虞で あ る と 思ふ と い ふ 風 を す る の は随分 と 愚
な話で あ る 。 或は善い虞か も 知れ な いが 畜 賓際の と こ ろ 畜

我 々 は そ れに就い て 何 も 鉗つ て 居な い の で あ る 。 しか も
我 々 が質際 に 知 つ て 居 る 此 現質世界 か ら 少 し離れた或虐
へ行 き得 る も の で あ つた 恥 我 々 は 恐れ慄 へた と で あ ら
う 。 此詩人 は 我 々 へ此事 を 語 る う ち に 、 再び そ の死ん だ

婦人 の露の ど を考へそ め る 。 あ の 女は 今幸輻 で居 る で あ
ら う か ？ あ ま り に 遠 く 陸地 を 離れ な い や う に と 充分 に
注意 しつ け 泳い で居 る 自 分 を 彼女は 見て 居 る ので あ ら う

,へ../""....;- C、�

2. con1panionship ; fellowship. 
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good care not to go . too far away from the land ? 
Or is she laughing at him, because in bis secret 
thoughts he confesses that he likes to live—that he 
does not want to become a pure ghost at the present 
time ? 

Evidently a butterfly was quite enough, not only 
to n1ake Bro,vning's mind think very seriously, but 
to n1ake that mind teach us the truth and seriousness 
which 1nay attach to very s111all things—incidents, 
haJJpenings of daily life, in any l1our and place. I 
believe that is the greatest English poem we hav·e on 
the subject of the butterfly. 

'fhe idea that a butterfly might be, not 1nerely 
the syn1bo] of th�、 soul, but in very f act1 the spirit of 
a dead person, is somewhat foreign to2 English 
thought ; and whatever exists in poetry on the 
subject 111ust necessarily be quite new. The idea of a 
relat1on bet\i\.,.een insects, birds, or other living crea
tures, and the spirits of the dead, is enormously old 
ir1 oriental literature ; —we find in Sanskrit texts 
thousands of years ago. But the ,vestern mind has 
not been accustomed to thi11k of spiritual life as out
side of man ; and much of natural poetry has conse
quently remained undeveloped in western countries. 
A strange little poem, '' The \Vhite Moth," is an 

註 1.  in fact—in reality ; in truth _; indeed. very は強� t:調。
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かーーそ して憐んで 居 る の で あ ら う か ？ 或は ま た 、 心私

かに は 自分は生 き て 居た い — 今の虞純粋な震に な り た

く な い ― と 自 白 して居 る 為 め � 彼女は 自分 を 笑つ て 居
る で あ ら う か ？

た ゞ ー匹 の 胡蝶で は あ る が 、 それが 確 に ブ ラ ウ ニ ン

グの 心に 頗 る 箕面 目 な 考 を 起 こ さ せた 許 り ぢ や 無い 。

そ の 心 を し て 、 ま こ と に 一寸 した 物事に 一 い つ何ん

時、 い かな る 虞に て も 、 一寸 した 偶然な 出来事、 日 常

生活 の 出来事 に―附随 し て 居 る 興理 と 箕面 目 と を 我

々 に敦へ しむ る に足 る の で あった。 此詩は 胡蝶の題で詠
ま れた 英詩の 中 で 最 も 偉大な 詩で あ る と 自分は 信 じ て
居 る 。

胡蝶は た ゞ 精神の表象で は 無 く 、 事賓に於て死者の精

霙で あ る と い ふ恩想は英國の思想 に は 梢や風馬牛で あ る 。
そ れでそ の題 目 で 詩 中 に 存在 して 居 る も の は 必すや全 く

新来 な 物 に 相違 な い。 昆虫、 禽烏 或 は他の生物 と 畜 死者
の精蓋 と の 闘係の恩想は 東洋文學では 非常 に 古い も ので
あ る 。 数千年前の サ ン ス ク リ ッ ト の 典籍 に見出 さ れ る 。

だが 西洋人の心は 、 精神生活 を 人 間外の も の と 考へ る に
慣れ来つて居な い。 そ れで 自 然物 を詠んだ詩の 多 く は従
つて ま た 西洋諸國 では 不疲展の儘で 居 る ので あ る 。 が、

『白 き 蛾』 と い ふ妙な詩は 、 自分が述べ た 一般法則の 一除
--.�__,.....、^ 9、

2. foreign to—not belongi呵 to.
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exception to the general rule that I have indicated ; 
but I am al1nost certain that its author, A. T. 
Quiller-Couch,1 1nust have read oriental books, or 
obtained his fancy from some eastern source. As the 
l{nowledge of Indian literature becotnes more general 
i n  England,  we n1ay expect to find poetry much 
intlnenced by oriental ideas. At the present tin1e, 
such a co1nposition as this is quite a strange 
anomaly.2 

If a leaf rustled, she would start : 
And yet she died, a year ago. 
Ho w had so 廿ail a thing the l1eart3 

To journey where she trembled so ? 
And do they4 turn and turn in fright, 
Those little feet, in so much night ? 

The light above the poet's head 
Strea1ned on the page and on the cloth, 
And twice and thrice there buffeted 
On the black pane a white-,vinged moth : 
'Twas Annie 's soul that beat outside, 
And " Open, open, open ! " cried : 

註 I.  Arthur Thon1as Quiller-Couch 1 863—現存）英國 呪餡家。 詩
集小説等著書甚多 し 。
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外例で あ る 。 だが そ の 作者 ク イ ラ 、 ク ウ チ は 東洋の書

物 を 多 く 讀ん だか ｀ 又は 、 そ の詩想 を 何か東洋の 根原か

ら 得たか した もの に相違無い と 自分は 信ぜ ん と 欲す る も

の で あ る 。 印度文學の知識が 英國で前 よ り か 一般的に な

る に従つて 、 今後 東洋恩想 に も つ と 影響さ れた詩 を 見 る

や う に な る と で あ ら う 。 今の 虞で は 、 次 に記 る すや う な

作物は全 く 以て 不恩議 な破格で あ る 。

木の葉戦 ぐ も
―•― 

さ れ こ死 に し ょ
—-

し か く し 恐れ L
--

そ の 勇氣 I! も 、
--

節 さ 疫 乍 行 く 、

恐怖（ も そ れ ） に 叢度

詩人の頭上

期 く 書 く 紙に 、

軽 く 敲 き ね

暗 き 硝子戸

ア ニ イ の fゞ l l '(J\ 

叫ぴ ね『開 （ あ） げ よ

愕き し妻。

一 年 （ ひ � - � せ ） 前 に 。

さ こ ろ へ 旅 の

弱 か り し 且 が。

そ の 小 ら 足 、
-― 

踵や 返 す ？

流 ろ ·> 光 り 、

机の上 に 。

二-t: ぴ三たび

羽の 自 き 蛾が。

t: � き し な り き 。

窓の戸 あ げ よ 。

2. deviation from the common rule. 

3. courage ; spirit ; firmness of will. 

4· 下記の feet.
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" I could not find the way to God ; 

There were too many fla1ning suns 

For signposts, and the fearful road 

Led over wastes where n1illions 

Of tangled comets hissed and burned

I was bewildered and I turned. 

" Oh, it was easy then ! I knew 

Your window and no star beside. 

Look up and take me back to you ! " 

He rose and thrust -the windo\v wide. 

'T,vas but because his brain "\'vas hot 

With rhyming ;1 for he heard her not. 

But 11oets polishing a phrase 

Show anger over trivial things ; 

And as she blundered in the bla加

To·ward.s him,  on ecs.tati芭 wings,

Ile raised a hand and smote her dead ; 

Then wrote " That I had died instead I "  

'fhe lover, or bereaved husband, is writing a 

poem of which a part is given in the firs t stanza― 

which is therefore put in italics. The action proper 

begins with the second stanza. The soul of the dead 
ジ ,._,―、-へ✓--ノ ＼ ヽ～

ー
、 ’ _ヽ,.ヘ-··ー 、_....._,,______ .,,,-、ヘ-ヽーヘ---✓--.....--.....へ／

註 1 . .  co1nposing verses. rhy1ne lt rime � も 綴 ろ 。



『見出 し得 ざ り さ

路標の H 輪

恐 ろ し き 路

萬 U氾専 星

常惑 し t: れ ば

『たやす か り し よ ！

窓見え 、 ほ か に

見上 げ て 妾な

彼 は つ こ 立 ち

詩作に 頭の

き こ え C e さ -c

さ れ ゞ句 を錬 ろ

怒な示す

う れ し き 羽ばt� き

彼は 手 あ げ て

か く て『代 vJ て
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紳 へ の 道を。

餘 り に 多 く 、

荒野 に あ り て 、

走せ 鳴 り 燃え て 一

饉 り き た り ね。

婦途 は 此 家の

星一つ無 く 。

迎 へ て 給 へ ！』

窓の戸 開 （ あ） け ぬ 3

熟 さ ま す 為 め

妻言 ひ l e 。

詩人 l:t 時 に

些細の 事 に 。

彼 へ さ 飛べ ば、

Ii 1: き 殺 し わ 。

死 に た か り き Jl さ 。

懲人が 、 即 ち 妻を 亡 く した夫が 詩 を 書いて 居る ので .. 
そ の詩の 一部分が 此詩の 第 一解に 示 し て あ る ので あ る 。

そ の 為 め イ タ リ ツ ク で書いて あ る ので あ る 。 そ の男 の行
為は第二解で始 ま る 。 死ん だ妻の魂が 、 夜の蝶 即 ち蛾の

·-- ---------._-.._..-、�......_.-、,........._.• ..._ . ....._..__. -彎～

2. enraptured ; entranced. 
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won1an taps at the window in tbe shape of a night

butterfly or moth—imagining, perhaps, that she has 

still a voice and can 1nake herself heard by the man 

that she loves. She tells the story of her wandering 

in space—privileged1 to pass to heaven, yet afraid of 

the journey. Now the subject of the poe111 which the 

lover happens to be writing inside the room is a 

memory of the dead ． woman—mourning for her, 

describing her in exquisite ways. He can not hear 

her at all ; he does not hear even the beating of tbe 

little wings at the window, but he sta11ds up and 

opens the window—because be happens to feel hot 

and tired . The moth thinks that he has heard her 

that he knows ; and she flies toward him in great 

delight. But be, thinking that it is only a trouble

some insect, kills her with a blow of his band ; and 

then sits down to continue his poem with the words, 

" Oh, bow I wish I could have died instead of that 

dear woman ! " Alt?gether this is a queer poem in 

English literature, and I believe almost alone of its 

kind. But it is queer only because of its rarity of 

subject. As for construction, it is very good indeed. 

I do not know that it is necessary to quote any 

more poems upon butterflies or moths. 1'here are 

several others ; but the workmanship2 and the 

·-� 

註 I . granted ; licensed. 
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姿と なつて —自分では ま だ 墜が立て ら れ る 、 だか ら 物

言へば 自分の 愛す る 男 に は き こ え る と � 多分 想つ て一一

窓 を こ と こ と と 敲 く 。 天界へ行 く 特植は 有つて 居たが 、

そ の旅路が 恐ろ しかつた と い ふ � 自分が 空間 を さ ま よ う

た話 を 夫に 向 つ て す る 。 虞が そ の愛人が偶 々 室 内 で書い

て居 る詩の題は そ の死ん だ妻の懐出で― そ の死 を 歎 き 。

そ の女の身 を 絶好に叙 して 居 る の で あ る 。 彼 に は 彼女の

聾は全 く き こ え ぬ。窓 を 小 さ な翅が打つ て る ど す ら 耳 に せ

ぬ。 だが 立上つて窓 を 披 < ―た ま た ま 熱 く な り 疲れた

か ら だ。 蛾の 方では 、 自 分の 言つた ど が き こ え たの だ、

自 分が 夫に分つて居 る の だ と 思ふ。 だか ら 大喜で彼の方

へ飛んで行 く 。 虐が彼は 、 う る さ い 虫 だ と しか思は ぬ ど

だ か ら 手でー と 打 して殺す。 そ して 机 に坐つて 、 そ の 詩

の績 き を斯 う 書 く 。 『 あ ＼ 、 あ の い と しい 妻の代 り に 自

分が あ の時 死ねた な ら な あ ！』 と 。 全 く 此詩は 英文學の

う ちで珍 ら しい詩で あ る 。 こ の種類の も ので殆ん ど 唯一

の も のか と 思ふ。 だが 珍奇だ と い ふの は そ の主題が滅多

見ぬ も のだか ら の ど で あ る 。 そ の 構造に つ い て 云へば甚

だ立派な も の で あ る 。

こ れ以上蝶や蛾の詩 を 引 用 す る 必要は あ る ま い と 思ふ。

ほかに敷 々 あ る 。 だが 此慮で敦室で諸君に示す に 足 る ほ

ヽ._/..... ... ヘ..rツ�.._-......,-.... .,,,.. ツ---....-..,,,...._,ヘ/ツ

a. art or skill ; execution or finish. 
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thought are not good 叩ough or original enottgh to 
justify their use here as class texts. So I shall now 
turn to the subject of dragon-flies. IIere we must 
again be very brief. References to dragon-flies are 
common throughout English poetry, but the re
ferences signify little more than a mere colourless 
mentio11 of the passing of the insect. IIowever, it so 
happens that the finest 111odern lines of pure descrip
tion writte11 al)out any insect, are about dragon-flies. 
And they also happen to be by Tennyson.1  Natu
ralists and men of science have greatly praised these 
lines, because of their truth to nature and the accu
racy of observation ,vhich they show. You will find 
them in the poen1 entitled " The Two Voices. ,,, 

To-day I saw the dragon-fly 
Come from the wells where he did lie. 

An inner impulse rent the veil 
Of his old husk ; from head to tail 
Came out clear plates of sapphire mail. 

Ile dried his wi11gs ; like gauge they grew ; 
Thro crofts2 and pastures wet with dew 
A living rush of light h_e fle Nヽ'.

--―~ 、一,,..、�--、� .、-、 --� 

逹 I .  Aifred 'l,ennyson (1809-1892) 十九世祀英國四大詩人の随
し一
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ど技巧 も 思想 も 空派 な も ので も 無 く 又獨創的な も の でも

無い。 だか ら 今 度は 蜻蛉の題へ轄 じよ う 。 蜻蛉で も ま た

甚だ簡輩た ら だ る を得ぬ。 蜻蛉 の ど を述べ る と は 英國の

詩には普通 に見 る ど では あるが、 た ゞ こ の虫が 過き 行 く

ど を 何の色彩無 し に 述べ る だ け の と に 殆ん ど 過 ぎ ない。

だ が 畜 偶然な が ら も 、 虫 に就い て 書 かれた純梓の 描島の

近代での最上の詩句が蛸蛉に 就いて書かれた も のであ る 。

しか もそ れが ま た 、 た ま た ま テ ニ ス ンの箪 に 成つた も の

だ。 博物學者や科學者は 、 此詩句 が 示す 自 然に封しての

買貨 さ と 観察の精確 さ との為 め に� 大に賞讃 を し て居 る 。

そ れは『二つの墜』と題す る詩の 中 にあ るので あ る 。

撰み て あ り た る

蜻蛉を今 B

身 内 （ う ち ） の 刺戟 に

覆面破,t't

尾 さ 、 宵至 の

き よ ら か に こ そ

翅を千 l .n 。

露 に 濡 れ た る

光の 生 げ る

池 出 づ る

我れ見t: り 。

藷殻の

頭 よ り

鎧板、

現 l1 れ L。

紗 さ 生 ひ n。

牧場を ば

矢 ご 飛ぴぬ。

·-、....-._...-...__.,...._.-.._......._.,..__.ヘ、____..._,-..,.,....._.___ ___...._..,.... 

2. very srnall far1ns, 
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1�here are ·very few real poen1s, however, upon 

the d ragon-fly in Engl ish , and considering the extra• 

ordinary bea11ty and grace of the insect, this may 

appear strange to you. But I think that you can 

explain the strangeness at a later time. The silence 

of English poets on the subject of  insects as compared 

with Japanese poets is due to general causes that we 

shall consider at the close of the lecture. 

Common flies could scarcely seem to be a subject 

for poetry—disgusting and annoying crea tures as they 

are. But there are more poems about the house-fly 

than about the drag·on fly...> Last year I quoted for 

you a remarkable and rather mystical composition 

by the poet Blake1 about accidentally killing a fly. 

Blake represents his own thoughts about the brevity 

of human life which had been aroused by the incident. 

It is a charming little poem ; but it does not describe 

the fly at all . I shall 11ot quote it here again, because 

we shall have 1na11y other things to talk about ; but 

I shall give you the text of a famous iittle composi

tion by O�dys2 on the same topic. It has almost the 

simplici ty of Blal<e, —and certainly something of the 

sa1ne kind of philosophy . 

...,., 

註 I .  Wil liam Blake ( 1 757-1827 ) 彫刻家粛工 さ し て も 名 あ ろ 英

國 詩 入 。
�. Willia1n (Jldys ( 16ゆー1761 ) 英人。 好古家さ して 叉叩暉
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と こ ろが 、 英語 に は蜻蛉に闘す る 賓際の詩は 甚だ勘い。
此虫が 非常 に 美 し く て た を やかな ど を 考へ る と 、 こ の 事
は謡君に奇妙に 恩へか も 知れぬ。 然 し そ の奇妙な 謁 を 後
ち に なつて諸君に説明が 出来 よ う と 自 分は 恩ふ 。 日 本の
詩人 と 比較 して 英國詩人が 虫 の題に 封 して 無言な の は 'II

此講義の結末で 考察 し よ う と 恩ふ 一般的 な原因 に基い て
居 る の で あ る 。

普通の 蠅は一一い や な 、 う る さ い 動物だか ら一一噌寺の

題 に は到底 も な り さ う に恩へぬ だ ら う 。 と こ ろ が 蜻蛉の

詩 よ り も 蠅の詩の 方が多い。 偶然に蠅 を 殺ろ した と に 就

いて詩人 プ レ ー キ が詠ん だ著 る しい、 そ して や 這車秘的

な作品 を 昨年諸君に 引用 して示 した。 プ レ ー キ は 畜 そ の

出来事が 恩ひ 浮ば し め た 人 生の短か さ に 就い て 自分の思

想 を 述べて 居 る ので あ る 。 あれは面白 い短詩で あ る 。 だ

が蠅の描為は 全 く 為 して 居 ら ぬ。 我々 は語 る べ き 他の 多

く の 物 を 有つで あ ら う か ら して � あ の 詩 を 此虞へ二度引

用 は よ さ う 。 が 自分は � 同 じ 題に 封 して オ ル デイ ス が

作つた有名 な 小詩の 本文 を 諸君に示 さ う 。 こ れに は プ

レ ,..... キ に 見 る と 殆ん ど 同 じ ゃ う な輩簡 さ が あ り 、 ーー ま

た 、 確かに 同 じ ゃ う な哲理が少 々 見 え て居 る。

者 さ し て き こ えt: tr) 。 こ > に 先 生 の 紹 介 さ れ L l1 1732 年
に 出版 さ れ し 或 ろ 雑集中 に 見ゆ る t のなり 。



- 448 — 

Busy, curious, thirsty fly, 

.Drink V\"ith 1ne, and drinlc as I ;  

Freely welcome to my cup, 

Cou]dst thou sip and sip it up. 

Make the most of 1 life you may, 

Life is short and wears away. 

Both alil-re are n1ine and thine 

liastening quiclt to their decline ; 

Th. ' 1ne s a sumn1er mine s no more 

'fhough repeated to threescore ;2 

’ 

Threescore summers, when they're gone, 

Will appear as short as one. 

The suggestion is that, after all, ti1ne is only a 

very"" relative affair in the cosmic order of things. 

The life of the man of sixty years is not 1nuch longer 

than the life of the insect which lives but a few 

hours, days, or 1nonths. I-Iad Oldys, who belongs to 

the eighteenth century, lived in our own time, he 

might have been able to \:\.,.rite son1etbing very 111uch 

more curious on this subject. It is now lcnown that 

time, to the mind of an insect, must appear immense

ly longer than it appears to tbe mind of a man . . It 

bas been calculated that a m.osquito or c:1. gnat moves 
.,,,..._-、へヘ～・ヘ_,,-___,-、クシ～～～～～～••‘‘、 ヘ.,,,..........,ヽー、..�__ ,.., __ / 

註 I . to rr1ake the most of. —to use to the best advantage ; use to 
the uttennost. 
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忙 し き 、 奇 し き 、 渇 け る 蠅や 。

我 汀 飲 め よ や、 我が飲 む ご こ く 。

畷 り す � VJ て 盛 く す な得な ば、

氣儘 に 来 よ や 我が盃 へ 。

生 を築 L め 、 力 の限 り 、

生 に短 l 、 時経つ 早 L 。

なれ さ 我 こ に 同 じ く 早 く

死滅の境 へ 急 い で走 る 。

な れ は 一 ミ 夏、 我が 命 ⑭ い ） 間（ ま ） 無 L、

夏を六十 繰返せ し も 。

夏の六十 暮れ過ぎ去れ ば、

短か く 見えん t:; 、‘‘ ー ご 夏 こ 。

畢覚す る 巳 時間 と い ふ も のは 天地萬物の宇宙的 秩序
に在つて箪に 相封的の も の に過ぎな い 、 と いふのが 此詩

の暗示す る 虞 で あ る 。 齢六十の人間の生涯は 」 僅かに数時
間 、 敷 日 ： 或は数月 しか生 き て居な い 虫の生涯に比 して大

し て長 く は無い ので あ る 。 ＋八泄紀に 居た オ ル デ イ ス が

今の 我々 の 槻に 生存 し て 居た な ら ば � 此 題 目 で も つ と

も つ と 珍 ら し い も の を何か書 き 得た か も 知れな い。 時間
と いふ も の は 、 虫 の 心 に は 畜 人間 の心に 斯 う と 思へ る よ
り も 非常 に 長い も の に思へて 居 る に 相違無い と いふ と が

ヘ．～ ,,..,....._; ッ·

2.  thrice twenty ; sixty. 
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its wings between four and five hundred times a 

second. Now the scientific dissection of such an 

insect, under the 1nicroscope, justifies the opinion that 

the insect must be conscious of each beat of the 

wings—just as a man feels that 1he lifts bis arm or 

bends bis head every time that the action is ·perforn1-

ed.  A man can not even imagine the consciousness 

of so short an interval of titne as the fiYe-hundred th 

part of one second. But insect consciousness can be 

aware of Stich intervals ; and a single day of life 

might well appear to the gnat as long as tlle period 

of a month to a man. Indeed, we have reason to 

suppose that to even the shortest lived insect life 

does not appear short at all ; and that the cphen1era 1 

may actually, so far as feeling is concerned, live as 

long as a man―although its birth and death does 

occur between the rising and the setting of the sun. 

We might suppose that bees would for1n a 

favourite su·bject of poetry, especially in countries 

where apiculture2 is practised upon such a scale as in 

England. But such is not really the case. Nearly 

every English poet nial{es son1e reference to bees, a� 

Te.nnyson does in the famous couplet— 

The moan of doves in immemorial elms, 

And murmt1ring of innumerable bees. 

註 1 . day-fly の別名あ り 。
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今卸れて居る 。 蚊や納は 一秒時間 に そ の翅 を 四 百回 乃至
五百回動かす も の と 計算 さ れて 居 る 。 ま た 、 斯ん な 虫 を 、
顕微鏡下 で 科學的に 解剖 し た 結果、 共虫 は 翅 を は た ＜
一度一度の動作 を 意識 し て 居 る に相違無 い 、 人間が 腕 を
も た げた り 首 を 曲 げた り すれば そ の動作の 度毎に それ を
感知 して 居 る と 同 じ だ、 と い ふ 意見が 是認 さ れ て 居 る 。
一秒の五百分の 一 と いふや う な短かい時間 を 意識す る ど
は 人 間 に は想像だ も 及ば ぬ。 と こ ろ が虫 の意識は そ ん な
短 時 間 を 感知 し 得 る ので あ る 。 そ れで あ る か ら た ゞ の
一 日 の生涯が納 に は 一 ヶ 月 の 時間が 人 間 に恩へ る 程に 長
い も の と 充分に 恩へ る のか も 知れぬo 質際それ ど こ ろ か｀
一番に短命 な 虫 に す ら も 、 生涯が 少 し も 短い も の に は恩
ヘぬ と い ふ ど 、 感 じ だ け に 就い て云へは° 孵蝋は一そ の

生死は 太陽の 出淡の間 に 出来 （ しゅ ったい） しは す る け
れ ど も 一一質際人間が 暮 して る程の 長 さ の暮 を して居 る

の か も 知れぬ と いふ と を � 想像す る理由 が 我 々 に あ る の
で あ る 。

蜂は 詩の題 と し て好 ま れて居 よ う 一一殊に英國 に 見 る
や う な 仕掛で 蜜蜂飼養が 行 は れて居 る 國 々 で は 、 と 想像
さ れ る か も 知れな い。 と こ ろ が 賓 際 は 左 う で は 無い。
テ ニ ス ンが あ の有名 な二行句

い つ か ら さ し し の楡な ろ 鳩の呻吟 （ う め き） こ 、

敷限 り 無 き 峰の つぶや き 。
,. 、.,,.._,

2. the rearing of bees. 
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But the only really ren1arkable poem addressed 

to a bee is by the American philosopher Emerson.1 

The poem in question can not be compared as to 

mere worl{tnanship with some others which I have 

cited ; but as to thinking, it is very interesting, and 

you must remember that the philosopher who writes 

poetry should be judged for bis thought rather than 

for the measure of his verse . · The whole is not 

equally good, 11or is it short enough to quote entire ; 

I sha.11 only give the best parts . 

Burly, dozing hun1ble-bee, 2  

\Vhere thou art is clime for me. 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  

Zigzag steerer, desert cheerer, 

Let n1e chase thy waving lines ; 

Keep me nearer, n1e thy hearer, 

Singing over ,shrubs and vines. 

lnse·ct lover of the sun, 

Joy of thy do1ninion ! 

Sailor of the at111osphere ; 

Swimmer through the ,vaves of air ; 

Voyager of light and noon ; 

Epicurean of June ; 
·� 

註 I .  Ralph Waldo Emerson ( 1 803-82) 米國 の講演者 、 論文家
兼詩人。 氏 の 著作の邦繹数 々 あ り 。
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で為 して 居 る や う に、 英國 の詩人 は 殆ん ど いづれ も 何か
知 ら 蜂の と に 言ひ及びは し て 居 る が � 蜂に 向 つ て言ひか
け て居 る 箕に 異彩 を 放つた 唯一の詩は米國の哲學者 エ マ
ス ン の 詠んだ も の であ る 。 此詩は 手際の 巧拙 と い ふ黙
だ け を 恩へ ば畜 さ つ き 掲げた 他の詩篇 と は 比べ物に な ら
ぬ。 然 し思想は と いふ と 、 甚だ趣味が あ る 。 それ に 、 詩
を書 く 哲學者は そ の詩句 の 韻律 如何に よ つ てで無 く 畜 そ
の思想の 如何に よ つ て 判定 さ る べ き も ので あ る ど を 諸君
は 記憶 して居な く て は な ら ぬ。 全篇 何虞 も 同様に善い も
ので無い 、 ま た全部引 用 し得 る程に 短かい も ので も 無い。
だか ら 一番善い虐だけ諸君に 示 さ う 。

温 し き 、 眠氣な が 花蜂、

汝（ な れ） 居 る 虞我 が住 ま ん國。
.... . . . . . . . . . . . .  � ●ヽ ． ． ． ． ．． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．．．

之 （の） の字 の舵 手 （ か ぢ こ り ） 、 荒野の慰安者 、

波の汝が 逍 我 に 追 に し め や。

庭樹に 葡萄 に 歌 う た ひ つ � �

我れ近；寄d よ 、 汝れ聞 く 我な。

汝 が有つ領土の歓喜fこ ろ

Hに あ こ 力i O �  虫 の愛人 ！

大氣乗 り 行 く 船乗（ふ な の り） よ 。

空の浪切 ろ 水泳者。

光 さ 置 の 航海者 。

夏六月 の美食家 よ 。

2. bumblebee 、こ も 呼ぶ 。
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Wait, I prithee, 1 till I come 

Within earshot of thy hu1.n, — 

All without is martyrdom.2 

II • • • • •  t •  • t •  • • t· t t •  t •  • • • • • • • • t •  • t •  f •  • • t •  • • • • t •  • t • • • • • • · ·  · •  • 

Thou, in sunn)· solitudes, 

Rover of the underwoods, 

The green silence dost displace 

With thy mellow, breezy bass. 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •  

Aught unsavory or unclean 

Hath my insect never seen. 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 亀 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

Wiser far than bun1an seer, 

Yellow-breeched philosopher ! 

Seeing only what is fair, 

Sipping only what is sweet, 

Thou dost mock at fate and care, 

Leave tbe chaff, and take the wheat. 

This is really the poetry of the bee—visiting only 

beautiful flowers, and sucking from the111 their per� 

fumed juices—always healthy, happy, and surrounded 

by beautjful things. A great rover, a constant 

wanderer is the bee—,.,.isiting many different places, 
-、--、ヘ........__.....,....,_�-

註 I � pray thee の corruption.
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汝（な ）が歌き こ ゆ る 其虞 へ我が

来 ろ 迄待て や 、 願は く ば、ー一

歌離 る � li殉難 ぞ。

.., . . . . . .  · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · • • t • • · · · · · · ·· ·  

樹の下生を さ ま よ ひ つ 、

静 か の H 南行 く 放 （ な れ） は、

絲の 無言 ご 置 き 換 ふ よ 、

こ 如 る よ の 汝 （な） が ベ ー ス の 音 （ れ） 。

• • • • • •  • • •  • • •  • •  • • • e •  • •  • • • • • •  • • • • • •  • • •  . • • • • •  • • • ••• ••• 

清 か ら ね或 は 味無 き 物 こ て は

目 に は な さ ざ り 我が 虫 は 。

... . .. .. . . . . . ... . .  " . . . . . . . . . . . . ... .... ... . . . ... . . . . .  . 

人の世の躁言者 よ り L 賢 しや 、

黄 な る 半袴の哲學者 ！

美 し き も の のみ眺ふ

昧 よ き 物な の み啜 り 、

運命 （ さ だ め ） こ 労苦を 嘲 り て 、

秤（ も みが ら ）捨て 豆多セ取 ろ 。

是は 質際に 蜂の一美しい 花だ け を 訪ね� 花か ら して
匂の 好い汁 を 吸ひ と り—い つ も健全に、 幸輻 に、 且つ
美 し い 物に 取巻かれ て居 る 蜂の一 詩で あ る 。 種々 異つ
た湯虚 を 訪ね、 色々異つた 物 を 眺 め は す るが、 眼に 美 し
い も の冒 口 に心地 よ い物 を 楽 しむ だ け に立 ち と ま る 蜂は畜

--------�----------、一------�ー、ヘ_,―‘ヽ ..,........________ _____ 、一.......__

2.  afflict ion ·c わ り tonne11t で あ る こ の 意。
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seeing lnany different things, but stopping only to 
enjoy what is beautiful to the sight and S'\veet to the 
taste. Now Emerson tells us that a wise man should 
act like the bee—never stopping to look at what is 
bad ,  or what is rr1orally ugly, but seeking on'ly what 
is beat1tiful and nourishing for the 111ind. It is a 
very fine thought ; and the manner of expressing it is 
greatly helped by En1erson's use of curious and for
cible words—such as " burly, "1 、 ' zigzag,"2 and tbe 
f a1nous expression " yello w breeched philosopher "― 

which has passed aln1ost into an A1nerican bousehold 
phrase. The allusion of ·couェse is to the thighs of 
the 1.Jee, covered with the yellow pollen of flowers so 
as to make them seem co-v·ered with yellow breeches, 
or trousers reaching only to the knees. 

I do not of cou1·se include in the lecture such child 
songs about insects as that famous one beginni11g 
with the · words, " How does the little busy bee im
prove each shining hour."  This is no doubt didac
tically very good ; but I wish to offer yot1 only ex
amp1cs of really fine poetry on the topic. Therefore 
leaving the subject of bees for the time, let us turn 
to the su�ject of 1nusical insects—the singers of the 
fields and woods—grasshoppers and cric'kcts. 

In Jttpanese poetry there are thou.sa遥� of verses 

..,__., ,._,,,,. 

註 t . bul}(.v ヽ stout.
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大な る 漂遊者で あ り 、 間断無 し の 流浪人で あ る 。 そ こ で

エ マ ス ン は 、 賢 明な 人 間 は 蜂の如 く 振舞ふべ き も ので

—悪い も の や、 道徳的 に 醜階な も のを 見に立止 る と 無
く 、 心 に封 して 美 しい 且つ滋養にな る も ののみ を 探求す

べ き で あ る と 我々 に語つて居 る ので あ る 。 こ れは甚だ立
派な 思想で あ る 。 そ の 恩想 の 表明 の 仕方が畜 珍 ら し い

そ して 力強い言葉 即 ち burly と か zigzag と かいふ言
葉 を エ マ ス ン が用 ひ � 又 、 『黄な る 半袴の 哲學者』 （之

れは 亜米利加の 家庭の文句 に 殆ん ど 今はな って居る） と
い ふ 有名 な 文句 を 使 つ たが為 に 、 大に 助 けられ て居る。

黄な る 半袴といふの は � 固 よ り の ど 、 蜂の 胚の様子 を 指

して 言つたも ので � 黄色い半袴、 即 ち 膝 ま でしか届かぬ

洋袴を着け て居 るかと怪 し ま れる ま で に 花の 黄色 い花粉
をつ け て居 る か ら で ある。

『小い さ い 忙 しい あ の 蜂が＂ 一刻一刻 善 く する は 畜 ど

う しでする の であ り ますか』 とい ふ言葉で始 ま つて居る 、

あ の 有名な 子供歌の や う な 畜 あ ん な虫 に 闘 した 子供歌を

此講義に 含めよ う と は固よ り 自 分は し な い。 此詩は教訓

的 には言ふ迄 も なく結構な歌で あ る。 然 し 自分は此題目

での買に立派な詩の模範だ けを諸君に提供しよ う と思ふ。

で あ る から 畜 蜂の題は 今の と こ ろ 放棄 して � 昔業的な虫

ー 野原 や森で の歌ひ手 ― 盆糊 （ き り ぎ り す） と 蛙蝉

（ こ ほ ろ ぎ ） の 題 に轄じよ う 。

日本には 此の 二つの 虫 に就いて幾千首 と数ふべ き 詩が

2. turning frequently back and forth. 
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upon such insects. Th eref ore 1t seems very strange 
that we have scarcely anything on the subject in 
Engiisb . And the little that we do have is best 
represented by the poe111 of Keats1 on the night 
cricket. The reference is probably to what we call 
1n England the hear th cricket, an insect "\-vbich bides 
in houses, making itself at home2 in some chink of the 

brick work or stone work about a fireplace, for it 

loves the warn1th . I suppose that the sn1all number 

of poems in English about crickets can be partly ex-

plained by the scarcity of night singers. Only the 

house cricket seems to be very well known. But 

on the other hand, we can not so V\1el1 explain the 

rarity of composition in regard to the day-singers 

—the grasshoppers and locusts w·hich can be heard, 

though somewhat faintly, in any English country 

place after sunset during the warm season. Another 

queer thing is that the example set by Keats has not 

been imitated or at least followed even up to the 

present tin1e. 

'fhe poetry of earth is never dead : 

When all the birds are faint with the hot 

sun, etc. 

In this cbarn1 ing con1position you will have not

iced the word " stove "; but yon 111ust remember that 
_,,,,-_�------- 9、.......... タ～

逹 1.  John J{eats ( 1 795-1821 ) 英國の 有名 な詩人。
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る 。 で あ る か ら 、 英語での此題 目 の詩が 殆ん ど無い と い

ふ ど は 余程奇妙 に思 は れ る 。 そ して 英語に 存在し て居

る その 僅かな詩 は 畜 夜の 総婢を 歌つた キ ー ツ の詩で一番

能 く 代表されて居る 。 キ ー ツ が歌つて居る物 は 、 英國で
hearth-cricket (墟邊の 経蝉） と 呼んで 居る 者 で あ ら う。

こ れ は家のう ちに潜んで i 、 暖かいの が 好 きな為 め 櫨邊

の煉瓦造 り 又は 石造 り の 物の 隙間 に 安住 して居 る 虫 で あ

る。 自分の想條する と ころ では、 鋸蝉の詩が 英悟に 少い

の は 、 夜暗 く 虫 が乏し い と いふ ど で 一部説明 さ れ る と 思

ふ。 家に棲む蛙蝉だけが 一番能 く 人 に知 ら れて居る や う

である。 だが 之 に 反 して 日 中 に 喘 ＜ 虫 —梢や聾 は弱い

が 、 時候の暖い折な ら 日 淡後 英國の ど ん な 田合でも その

音が き かれる 論糊と 「ばつた」 ― に闘する作が稀な の

は どう ぃ ふ繹か 上述ほ どに 旨 く 説明するとが 出来な い。

も 一つ妙な ど は、 キ ー ツ が 出 した手本に現今まで傲つ た

ものが無い、 或は 少 く と も そ れに 附和 した ものが無い と

いふ と で ある。

大地の 歌は終に滅びす、

鳥みな暑 き P に衰 へ て 、 云 々

此の 面白 い作品の 中 の stove (暖墟） と いふ語に諸君は

馬が付いたで あらう 。 然 し こ れ は 今我々 が そ の 語に よ つ
、--....---ー__..._. ..... へ____...._,...、｀ ··-------- へ～ーヽ～

2. to 1nake oneself at home—to conduct one's self in another 

house as unrestrainedly as if at home,. 
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this is not a stove as we understand the term now, 
arid signifies only an old fashioned fireplace of brick 
or tile. In Keats's day there were no iron stoves. 
Another word which I want to notice is the word 
" poetry " in the first line. By the poetry of nature 
the poet means the voices of nature—the musical 
sounds made by its idle life in woods and fields. So 
the word " poetry " here has especially the mea11ing 
of song, and corresponds very closely to the Japanese 
word which signifies either poem or song, but perhaps 
1nore especially the latter. The general meaning of 
the sonnet is that at no time, either in winter or in 
st1mn1er, is nature · silent. \Vben the birds do not 
sing, the grasshoppers make music f .... or us ; and '\vhen 
the cold has killed or banished all other life, then the 
house cricket begins with its thin sweet song to make 
us think of the dead voices of the summer. 

There is no much else of note1 about th,:! grass
hoppr and the cricket in the works of the . great Eng
lish poets. But perhaps you do not know that 
'fennyson in his youth toolr up the subject and 1nade 
a long poen1 upon the grasshopper, but suppressed2 it 
after the ed ition of 1842. Ile did not thinl{_ it good 
enough to rank with his othe r work. But a few 
1nonths ago the poems which Tennyso11 suppressed in 

.. ,,, 

誌 I . of 11ote =noteworthy. 
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て合黙するstove では無くて 畜 煉瓦か瓦かで造つた古風

な墟を意味して居るのだと諸君は記憶して居なければな

らぬ。 キーツ時代には鐵製のストーヴは無かつたものだ。

も一つ自分が注意したい語は第一行のpoetryといふ語

だ。 此詩人が『大地の歌』と いふは＂ 自然の聾―森や

野原で自然の閑散な生物が成す昔業的な昔—である。

だからpoetryといふ語は此虜では殊に songといふ意

味を有つて 居るので、 詩の意味にも歌の意味にもなる

が、 特に歌の意味に余計に用ひるらしい日本語のウタと

いふ語に非常に能く似て居る。 この十四行詩の一般の意

味は t 自然はいつでも＂ 夏でも冬でも、 無言では居らぬ

といふとである。 鳥が歌はぬ時は� 鍮糊が我々 に音業を

奏する。 寒さが他のあらゆる生物を殺ろし或は放逐した

時には� 我々に夏D死んだ弊昔を懐ひ出させようと、 そ

のか弱い美しい歌を蛭蝉が歌ひ出す、 といふのである。

英國の大詩人の作のうちで綸糊と懸蝉とを歌つたもの

で他には注目すべきものは多くは無い。 だがテニスンが

若い時に此題を採り、 論糊の長い詩をつくり、 それを千

八百四十二年の版後は削除したといふとは多分諸君は知

るまい。 彼はその作を他の作品と肩を並べしめる程のも

のと考へなかつたのだ。 ところが敷ケ月前に� テ＝スン

がその著作の最終版に削除した幾多の詩篇が或る勝れた

__ __....__.__.._, .. _ _......._, へ．．． ___ ,...._,,.� 

2. withheld from publication. 
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the final edition of his works have been pu.blished and 
carefully edited by an eminent scholar, and among 
these poems we find''The Gasshopper." I V\"' ill quote 
some of this poen1, because it is beautiful, and because 
the fact of its suppression will serve to show you 
hov✓ very exact and careful Tennyson was to preserve 
only the very best things .that he wrote. 

Voice of the summer wind. 
Joy of the summer plain, 
Life of the summer hours, 
Carol clearly, bound along, 
No Tithon1 thou as poets feign 
(Shame fall'. em, they are deaf and blind), 
But an insect lithe and strong 
Bowing the seeded summer flowers. 

Prove their falsehood and thy quarrel, 2 

Vaulting on thine airy feet 
C]ap thy shielded sides and carol, 
Carol clearly, chirrups sweet. 
Thou art a mailed warrior in youth and 

strength complete; 
Armed-ca p ... a-pie, 
Full fair to see ; 
Unknowing fear, 

註 I. 希臓紳話によれば、 Laomedon の子にて、 不滅の身を
酔より按かりLも永久の青春は保t: ず、 老齢lこ途びて孟
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學者によつて慎重に編纂されて出版にたつた。 そして

その詩篇の中に『論糊』があるのである。 この詩は美し

い詩であるから、 又、 それを削除したといふ事質はテニ

スンが自分の書いた箕に上乗のものいみ保存しようと

どんなに慎重に且つ精確であったかを示す役に立つから、

自分はその 一部分を引用しよう。

夏風の聾、

夏野のよろこび、

夏の時間の生命（いのち）、

期らに歌へや、跳れては飛んで。

テイツヌスには非す汝（な）は、 詩人が捏造の如くに。

（恥あれゃ彼等。詩人に 聾なり 盲なり）

しなやかに且つ強き虫なり 汝（な）は、

種生りし夏花をか\• も‘ ろ。

詩人の虚認ご汝の正理さな證せよ、

軽き脚 t -�c跳び躍りつ�,

楯の脇腹撃つては歌へ、

則らに歌へや、 棄しき歌を。

甲冑の武士よ汝（な） (1年若き力強き）

頭足よろ(1れ、

げにうるはしく。

恐怖(� それ）な知らず、

-----、こへ�_,..、～

鋤に墾整せりさ。
2. cause of objection. 

， 
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Undrea-ding l oss, 
A g al lant cavalier, 

Sans peur et sans reproche, 1 
In sun lig ht and in shadow, 
The Bayard of the n1eadow. 

The reference to Tithonus is a reference of course 
to a subject ?fterwards beautifully elaborated in an 
other poem by'fennyson, the g reat poem of "Titho-
11us." The Bayard here referred to was the g reat 
French rnodel of perfect chivalry, and is sometimes 
called the l ast of the.feudal kn ights. Ile was said to be 
wit.bout fear and without bl ame. You may remember 
that he was killed by a ball from a gun -it was soon 
aft1:r the use of artillery in war bad been introduced ; 
and his dying words ,�ere to the effect that he feared 
there was now an end of great deeds, because men 
had begun to fight fron 1 a distan ce ,vith machines 
in stead of fighting in the old knig htly and 11.oble way 
with sword and spear. The g rasshopper, covered 
with green plates and bearing so many little sharp 
spines upon its l ong limbs, seems to have suggested 
to Tenn yson the idea of a fairy knig ht in green 
armour. 

註 I. Without fear and without blame. 
2. Chevalier de (Pierre du Terrail) Bayard (1475-1524)佛蘭

酉の國．氏的英雄。Charles VIII. Louis XIIの伊太利にて
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物さし死をば、

けなげなろ騎士、

恐怖わ右t:-r非難而ら、

書の日も夜も、

まここ牧場のバヤー吋ょろ。

テイゾヌスのどに言び及んであるが 畜 これは言ふ迄も

無く、テニスンが後ち別な詩、『テイソヌス』といふ大

詩篇、 で美しく完成した詩題に闘して居るもので ある。

此の詩に引用してあるバヤー といふのは、 完全無訣な

武士道の佛蘭西の大模範であつた武士で、封建騎士の最

後の者だとも時に呼ばれて居る。 恐怖といふどを知らす

何等非議すべき欠動の無かつた男だと云はれて居る。 諸

君は記憶して居るであらう、此男は砲丸に打たれて死ん

だ―戦争に銃砲を使用するやうになつてから間も無い

頃のとである。 彼の死際の言葉は、 人間が古昔の騎士の

やうに刀と槍とで正々堂々と戦はすに、 遠方から機械

で戦ひ出したとだから、 もう立派な動功などいふどは無

くなるであらうといふ意味の言葉であった。 条糊は緑色

の鎧板めいた猜に蔽はれて居り、 その長い脚には澤山の

小さな鋭い棘（とげ）があるので、緑の甲冑に身を固め

た仙瑯の騎士といふ考とテニスンに恩ひ付かせたもの

と恩はれる。

の戦争に武功赫々。 その最＼勇名を走をし (1 Guinega·e 

t1513) Marignano (1515) M虹res (1521) の戦役に -c なり。
四月三十B伊太利 Sesia }I] l こて戦死。
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As I said before, England is poor in singing 

insects, w bile An1erica is rich in them―almost, per

haps, as rich as Japan, although you will not find as 

many different l{inds of singing insects in a11y one 

state or district. The singing insects of A111erica are 

peculiar to particular localities. But the eastern 

states have perhaps the most curious insect of this 

kind. It is called the Katydid. This name is spelt 

either Katydid, or Catydid—though the former spell

ing is preferable. Katy, or Katie, is the abbreviation 

of the name Catherine ; very few girls are called by 

the full name Catherine (also spelt l{atherine) ; 

because the na1ne is long and nnmusical, their friends 

address them usually as Katy, and their acquaint

ances, as Kate. Well, the insect of which I am 

speaking, a kind of semi, makes a sound resembling 

the sound of the words " Katie did ! " Hence the 

name—one of the few corresponding to the names 

given to the Japanese semi, such as tsuku-tsuku-boshi, 
.. . . 

or m1nm1n-sem1. The most interesting composition 

upon this cicada is by Oliver Wendell liolmes, but it 

is·of the lighter sort of verse, with a touch of humour 

in it. I shall quote a few verses only, as tbe piece 

contains some allusions that would require explana

tion at consideralJle length. 

註 1. Oliver Wendell Holmes (18o9一94)。米國の有名な詩人兼
小訊家。
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前に述べたやうに、英國ほ歌ふ虫に乏しいが、米國はそ

れに富んで居る。尤も或る 一つの州或は地方に喘＜虫の

異つた種類が澤山に居る謁では無いが、 全閤で言つて殆

んど日本と同じ程に豊富である。 亜米利加の暗く虫は特

殊の地方に特有である。 虞が東部の州に此種の最も珍奇

な虫が居る。 それは Katydid (ケイテイディッド） と

いふ虫である。 此名はKatydid とも Catydidとも綴る
が、 前者のやうに綴るが好い。 Katy又はCaty は

Catherineといふ名の略字である。Catherine(Katherine 

ともまた綴る）といふ全絆の名で呼ばれる女の子は少い。

それは餘り長くて非昔業的だから、 友人は通常Katyと

言つて呼びかけ、懇意なものはKateといつて呼びかけ
る。そこで、今自分が話して居る虫はセミの 一種で 畜

Katie did (ケテイがした）といふ語の疲昔に似た音を立
てる。 だから此名は、 日本の輝に付いて居る 名前ー一

ックックボーシ或はミンミンゼミ ーに似て居る名前の

一つである。 此の蝉を詠んだ 一番興味ある作品はオリ
プア、ヱ ンデル 』 ホームズの作である。 然しそれは、滑稽
味のある、軽妙といふ側に蜀する詩である。 是には餘程

の長さの説明を要する引き事が少々あるから 冒 ただ二三

節だけ絃へ作用しよう。
ー·--· ..... ―’ �-へ,____ ---

註 I. 先生は輝の一種さ述べられしし、賀は茎蠍の一種なり。
動物學上Locustidae科に麗l、 最し普通に見るはCyrto
phyllum or Platyphyllum convacum さいふ種 (species)な
り。
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I love to·hear thine earnest voice, 

Wherever thou art bid, 

'fhou testy little dogmatist, 

Thou pretty Katydid ! 

1'hou n1indest me of gentlefolks, — 

Old gentlefolks are they, ― 

Thou sayst an undisputed thing 

In such a solemn way. 

• • ••••••••••••••••••••••••• •••••• • ••••••••••••••••••••••• 

Ob tell me where did Katy live, 

And what did Katy do ? 

And was she very fair ancl young, 

And yet so wicked too ? 

Did Katy love a naughty man, 

Or kiss more cheeks than one ? 

I warrant1 Katy did no more 

Than 1nan)"' a Kate has done. 

..................、...................................... .

Ah, 110 ! 'fhe living oak s·ball crash, 

That stood for ages still, 

l'he rock shall rend its mossy base 

And thunder down the hill, 

llefore the little Katydid 

Shall add one word to tell 

The mystic story of the maid 
,.....,,...,_, ... ,..., 

註 1. say confidently ; feel sure. 
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際れて居 よ さ 、

梵聞 く 好む、

短氣な も 前、

可愛 ら し さ の

甑Itせ る ぞ ヘ

年の 1: け た る

疑惑許 さ ね

カ テ イ テ‘‘ イ ツ ド� t, 前 ！

立派な 人 を―

立派 な人を、

事言ふ も 前 、

年 よ り の よ l こ さ も ふ ご そ か に 。
．．． ． ． 曹 ... ... . . . . . . ... . . . . ... . .. ... . . . ... . . . . .. . . . . .. . .. . . ... . . . . . .

ケ テ イ 何虞に 居t: . ケ テ イ 何な して

居t: か、 私に 話 して も 呉れ。

ケ テ イ は 若 く て みめ美 ろ に L く 、

邪樫 で あ った か そ んな に し ま た 。

い 1: づ ら 男を ケ テ イ 患 l t: か、

人数 々 の 領 ケ テ ィ キ ス L t: か。

ケ テ イ が し た と こ れ ま で ヶ ト が

した だけ の と さ 、 私（ わ t: L ) 思ふ。
. . . . . . .. . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . - ,. .. . . . . . . . . . . . . . . . 0 . . . .  . . • . • . . • . . • 

否（い な） よ 。 そ の名 な 彼女 は知れ る

そ の 乙女子の

小 さ き ケ テ イ デ イ ド

言 ひ 足せ る な ら

静かに 立て ろ

砕げ も せ う ぞ、 2

そ の根元 か ら

肺粉な 身の上、

一言 な り さ

幾百 年を

生 き t: る 樫が

巖（い は な） は 苔 の

裂 かれて 谷 へ

2. 左 ろ 事無 き さ 同 じ く add す る t 無 し さ な り 。

ー、✓
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Whose name she knows so well. 

The word " testy " may be a little 11nfami1iar to 

some of you ; it is a good old fashioned English term 

for " cross, ' ' " irritable." The reference to the " old 

gentlefolks " implies the well known fact that in 

argument old persons are inclined to be much more 

obstinate than young people . And there is also a 

hint in the poem of the tendency among old ladies to 

blame the condnct of young girls even more severely 

than may be necessary. There is nothing else to 

reco 1nmend the poem except its wit and the curious• 

11ess of the subject. There are several other verses 

about the san1e creatt1re, by different A1nericnn poets ; 

but none of them is quite so good as the composition 

of Holmes. However, I may cite a few verses from 

one of the earlier American poets, Philip .Freneau,1 

who flourished in the eighteenth century and the 

early part of the 11ineteentb. He long anticipated2 

the fancy of Holmes ; but he spells the ,vord Catydid. 

In a branch of willo w hid, 

Sings the evehing Catydid : 

From the lofty locust bough 

Feeding on a drop of dew, 

,.-_, 

註 1. Philip Freneau (1752-1832) 米國の詩人。
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こ ろ び も せ う ぞ 雷音立て � o

Testyといふ語は 諸君の う ち の或方に は 少 々 珍ら し い

語か も 知れぬ。 これは cross (不機嫌） 又 は irritable

（怒 り つぽい） と いふ意味の餘程 古い英語で あ る。 『年の

た けた る 立派な 人 を 』 といふのは＂ 老人は 議論 に 青年 よ

りか餘程 頑迷な傾 き の あ る 、 誰 も 知 る 事質 を 指 して 居 る

ので ある。 そ して 畜 年のいつた女は、 年の若い娘の行為 を

ば必要以上にす ら苛酷に非難す る 傾向の あ る と を 此詩に

暗示が してあるので あ る。 此詩に は別 に 諸君 に推拳 した

い美勘が あ る 謁では無い畜 ただ そ の機智 と 題 目 の珍 ら し

い と 丈であ る。 同 じ 虫 を 歌つた 畜 色 ん な 米國詩人の作つ

た も の が� 他に 数々 あるが、 此の ホー ム ズ の 作ほ どの

好い物は無い。 だが冒 亜米利加初期の詩人の 一人で� ＋

八批紀 と 十九泄紀の初 に榮 え て 居た 、 フ ィ リ プ{ フ レ ナ ゥ

の二三の 詩節 を 引用 し よ う 。 こ の人は ホー ム ズ の詩想

に餘程前 に先談を つけたので あ る 。 だが Catydid と 綴つ

て居る。

柳の枝に

宵の カ テ イ デ ド

絲の 衣

露Q) Lづ く な

2. foresaw. 

潜み居て 、

歌 う f: ふ。

身 に ま さ ひ 、

日 に して、
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In her suit of green arrayed1 

Hear her singing in the sbade— 

Catydid, Catydid, Catydid ! 

While upon a leaf you tread, 

Or repose your little bead 

On your sheet of shadows laid, 

All the day you nothing· said ; 

IIalf the night your cheery tongue 

Revelled out its little song, — 

Nothing else but Catydid. 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 41 • • • • • • • • • • • • • •  

Tell me, what did Caty do ? 

Did she mean to trouble you ? 

\Vhy was Caty not forbid 

To trouble little Catydid ? 

Wrong, in.deed, at you to fling, 

Hurting no one while you sing, — 

Catydid ! Catydid ! Catydid ! 

To Dr. IIolmes the voice of the cicada seemed 

like the voice of an old obstinate woman, an old 

prude,� accusit1g a young girl of some fault, —but to 

Freneau the cry of the lit tle creature seemed rather 

to be lil<.e the cry of a li ttle child con1plaining—a 

註 I , clothed, dressed, attired. 
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さ い か ち の 枝（え） の 高み よ り 、

陛に 暗 く な ろ 彼の女腿け 。

カ テ イ デ ド 、 カ テ イ デ ド 、 カ テ イ デ ド さ 。

い ま し葉の上 あ ゆ む 時、

隆の し さ れに 身を伏せ て

小 さ き 頭を 憩ふ時、

も の 言 は さり き 日 し す が ら 。

牛夜楽 し き 汝（な ） が舌 lt

小い さ き 歌を 囀 り ね 、

fこ �· ひ t:、 す ら に カ テ イ デ ド さ 。
······ ··· ··· · · · · · · · · · · · · ·· · · · · . . . . . . . . . .. .. . . � · · · · · · · · · · · · • · " " · · ·  

ケ テ イ は 何せ L

煩l1. せ し か

禁（ さ ） め ら れ ざ り し か

煩に す な よ

誰 も 害 れす

石投 ぐ る さ は

余に 語れ。

汝（ な ）な ケ テ イ lt ?

何故に

ケ テ イ テ守‘ な さ ？

暗 く 汝（なれ） に 、

げ に わ ろ し。

ケ デ イ デ ド‘ ！ ケ テ イ デ ド ！ ヶ テ イ デ ,, ゃ ！

ホ ー ム ズ 博士 に は 、 こ の蝉の整は 、 若い女の 或 る 過失
を 責めて居る頑固な婦人 又は お と な しぶ り の老女の整の
やう に思へたので あ る が一 フ レ ナ ウ に は此 虫の 喘墜は 、
泣言いうて居 る 小 さ い子供の泣 き 墜のや う に 一 い や ｀
或は 、 誰れかが 自分に 石 を 投げた と か畜 ど う か して 自 分

2. a woman who affects rigid correctness in conduct and 
thought. 
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little girl, perhaps, complaining that somebody had 
been throwing stones at her, or had hurt her ·in some 
way. And, of c.ourse, the unfinished character of the 
phrase allows equally well either supposition . 

Before going back to more serious poetry, I 
want—while we are speaking of American poets—to 
111ake one reference to the ironical or satirical poetry 
which insects have inspired in some minds, taking for 
example the poem by Charlotte Perkins Stetsonl 

about a butterfly. This author is rather a person of 
11oteげ being a prominent figure in educational reforms 
and the author of a volume of poems of a remark
ably strong kind in the didactic sense. In other 
"\vords, sbe 'is especially a 1noral poet ; a.nd unless 
moral poetry be really very well executed, it is 
scarcely worth ,vhile . .classing it as literature. I 
think, however, that the · symbolism in the following 
verses will interest _you—especially when we con1ment 
upon them. The composition fro111 which they are 
taken is entitled " A  Conservative." 

The poet, walking in the · garden one morning, 
sees a butterfly, very unhappy, and gifted with 
power to express the . reason of its unhappiness. The 
butterfly says, complaining of ' its wings, 

註 r.  Stetson (186o- )。 現存作家。 普通 Charlott Perkins 
Gilman こ して知 ら る 。
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を傷づけたとか言つて 不平 を 訴へて居る 小 さ な 女の子の
泣 き 墜のや う に 恩へたのである。 そ し て 畜 固 よ り のど 、

此 文句 の しかと 言ひ切つ て無い虞で、 どっ ち に も同様に
想像が出 来るのである。

も つ と 買面 自 な詩へ戻つ て 行く前 に、 幸ひ今 亜米利加

詩人 に 就い て 述べて居る虐である か ら 、 虫が 或 る 人逹の

心に 鼓吹 した 皮肉な若 く は 諷刺的な 詩に 自 分は 一と言

（ こ と ）言ひ及びたい と 恩ふ。 それには 例と して 自 分は シ

ヤ ー ロ ツ ト 、パ ア キ ン ス こ ス テ ッ ス ンがう た つた 蝶の歌 を

採 ら う。 此 の 作者は、 敦育改革に 顕著な 人物であ る し冒

ま た 、 教訓的意味に於て 著 し く 強烈 な詩を 一冊公に した

作者である しで、 一寸 注 目 に 値する作家である。 言 ひ換

へ る ら此 女詩人 は特に道徳的詩人である のである。 と こ

ろが道徳的な 詩といふ も のは畜 そ の手際が 箕に非常 に立

派な も ので無いといふ ら それを 文學の 中 に 加へる債値

は殆ん ど無い ものである。 だが次に記載する詩句 中 に見

ゆ る 象微は諸君の興味を惹くと恩ふ ー一 殊に 自分が それ

に註繹を加へた ら 左 う だ ら う と思ふ。 此 詩句 を 抜いて来

た原作の題は 『保守家 』 と いふのであ る 。

此詩人が或る朝庭を歩るいて居 る と 蝶が一匹 居るのが
眼 に映る。 そ の蝶は 自 分の境遇に 不満を感 じ て居る もの
で 、 そ の不満足の理由を 述べ得る 力 を授つて居る もの で
あ る。 その蝶は 自分の翅に不平 を 抱いて斯 う 言ふ。

2. of note の note lt high importance, estimation, repute 若 l
く は distinct ion の意。
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' ' My le gs ar e thi n an d few 
Where once I had a swa rn1 ! 
So ft fuzzy fu r― a joy to vie w― 

O nce kept my bo dy w arm, 
Befo re t he se flappin g wi ng- thin gs grew, 
T o  han1pe r and defortn ." 

A t  that ottt r ageo us bug I sh ot 
The fury of mi ne e ye ; 
S ai d  I ,  i n  sco r n al l bur ni ng h ot, 
In r age and ange r hi gh, 
" Yo u igno mi niou s1 i di ot, 
T hose wi ngs were made to fly ! " 

" I  do no t w ant to fly," sai d  he , 
" l  o nly ,v ant to sq ui r m  ! " 2  

I:Ie dro ope d bi s win gs dejecte dl y ,  
But stil l hi s voi ce �.. as fi r m  : 
' ' I do no t wa nt to be a fly ! 
I w ant to be a '\V or m ! " 

() yester day of 11 nkno wn la ck ! 
T o- day o f  unkno wn b li ss ! 
I lef t my foo l  i n  re d and b lack ; 
T he last I saw was thi s, — 

.--...-、---...,

誌 1 . despicable ; conten1ptible. 

-�、-
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『細 く 少 い さ し 我が脚 lt 、

智つ て は 我 は 数有 ち fこ ろ な ！

見 ろ ら う れ し き 毛 ば だ 軟皮

腰 か う 身な 乱み居 し、

姿害 れ て 身を妨 ぐ ろ

翅 て ふ も の 生 ひ 来る 迄lい』

奇怪至極の そ の 虫 に

盆怒の 眼 （ ま な こ ） 矢 さ 射 た り 。

燃 ゆ ろ 軽侮 こ 火の如 き

怒に期 く は 余は 言 ひ ね。

『賤 L さ 自 痴 C t: lt け） ！ 飛ぶ為 め に

造 ら れ て あ り

『飛び t: く は 無 L 』

『癒 < � な

翅垂 ら し ね

さ れ ゞ そ の聟

『 な り た く は 無 し

地な這ふ虫の

不知の 不足の

不知 :J) 至祗 の

色添手や か の

最後 に 見 L lt

2. wrig�lc ; writhe. 

そ の 冥 ！』

彼言 へ り

の み欲す ！』

欝 々 さ 、

凛 々 l げ に .. 

蠅の身 に ！

身 ぞ よ か り ！』

噌，昨 日 ！

今 日 の H ゃ ！

愚者棄 て ね 。

こ れ な り さ ー一

9、
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The creature madly climbing back 
I11to his chrysalis. 

Of course the wings here represents the powers 
of the mind—knowledge, reason, will . Men ought 
to use these in order to reach still nobler and higher 
states of life. But there are men who refuse to use 
their best faculties1 for this end . Such men are l ike 
butterfl ies who do not want to take the trouble to 
fly, but prefer the former condition of the cater-pillar 
which does nothing but eat and sleep. As applied to 
certai11 forms of conservatis1n the satire is strong .. 

Something may now be said as to poems about 
spiders. But let me remind you that a spider is not 
an insect . Scientifically it has no relation to the.. 
great family of true insects ; it belongs to the very 
distinct fan1ily of the arthropoda or " joint--footed ' '  
animals. But as it is  still popnlarly called an insect 
in n1ost European countries, "\Ve may be excused2 for 
including it in the subject of the present lecture. I 
suppose you know that one of the scientific names 
for this "\vhole class of creatures is Arachnida, ―a 
name derived from the Greek name Arachne. The 
story of Arachne is interesting, and everybody study
ing natural history ought to know it. Arachne was a 

註 1. faculty—a specific power, mental or physical ; an active 
power. 
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狂は し く

此虫 の。

固 よ り の ど 、 此詩に あ る 翅ほ心の諸能力 — 知識 、 理

性 、 意志— を 表象 し t 居 る ので あ る 。 人 間は 今 よ り も

尚ほ尊い尚ほ高い 生活朕態 に逹せん為 め に 比等の能 力 を

使用 す べ き 謁の も の で あ る 。 と こ ろ が泄に は 此 目 的の為

め に 自 分が 有つて る最上の能力 を 使用 す る と を 拒む 人間

が居 る 。 そ ん な 人間 は 、 飛躍の 勢 を執 る と を 欲 しな いで 畜

食つた り 寝た り す る ほ か 何 も しな い � そ の前の 毛虫の境

涯 を 好む蝶の や う な も の であ る o 或 る 種の保守主義に適

用 す る と 、 此詩の諷刺は 強烈で あ る 。

そ こ で 今度は 蜘蛛 を 詠 ん だ詩に 就い て 少々 話 し て も よ

か ら う 。 だが 蜘蛛は昆虫 では無い ど を諸君 に想出 し て 貰

ひたい 。 科學的に言ふ と 、 箕の 昆虫 と いふ大科 と は 何の

闘係 も 無い も の で あ る 。 こ れは節足動物 部 ち 『足が節 を

為 し て 居 る 』 動物 と いふ、 全 く 別 な 科の も の で あ る。 だ

が 畜 欧羅巴の大抵な 國では 猶ほ 普通 に 昆虫 と 呼ばれて居

る か ら 、 現在の 講義の 題の 中へ之 を 含めて も 許容 さ れ る

ど で あ ら う 。 此部類の 動物全謄 に 封す る 科學的 名稲の
一つは Arachnida と い う て—希朧名 の Arachne か ら

来 て 居 る 名 だ と いふ ど は 諸 君 は 知 つ て 居 る と 想ふ。
Arachne ( ア ラ ク ネ ） の諏は興味 あ る も ので 書 博物 を研究

2. forgiven ;  overlooked. 
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y oung g ir l, a ccordi ng to the G reek st ory, wh o wa s 
ve ry skil fu l  at we av ing. She wore cloth s of many 
diffe re nt col ou rs and beau tiful patter ns, a n d  e very 
b ody a dmire d  he r w ork. Th is tn ade her vai n1—SO 

va in that at la st she sa id that e ve n  the g oddess of 
we avi ng cou ld n ot wea ve lJe tter th an she .  Im 
n1e diate ly after she ha d sai d tha t, the te rr ib le go dde ss 
her sel fーPall as A the n a―e n te re d  the r oom. Palla s  
Athena wa s n ot only the godde ss of wi sd om, y ot1 
k no,"r, but e spe ci ally the goddess of yot1n g gi rl s, 
}J re si ding over the chast ity, the fil ia l  pie ty ,  a nd the 
dome st ic occupati ons of v irgi ns ; an d she was ver y 
a ng ry at the con ceit of th is gir l. S o  she sa id to be r, 
' ' Y ou have b oaste d that y ou ca n we ave as we ll a s  I 

can ; now let me see y ou wea ve !" S o  Ara ch ne wa s 
obl ige d to sit do wn a t  her loom an d wea ve in the 
p re se n ce of the godde ss ; a n d  the godde ss a lso ·w ove , 
far surpa ssi ng the weaving of Ara ch ne .  Whe n the 
wea ving was done , th e g odde ss a sked the gir l, "No w 

see ! wh ich is the be tter , my wor k or y our s ?" A n d  
Ara chne wa s oblige d to confe ss that she ha d bee n 
de fe ate d  and put to sh ame.2 Bu t the g odde ss wa s n ot 
tho roughly sati sfie d ; to pu nish Ar ach ne ,  she touche d 
he r l igh tl y  wi th the distaff, sayin g, " S pin fore ver !" 
an d the re up on Ar achne was chan ge d i nto a sp ider, 

，`  
往 1 . conceited ; self-complacent, 
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す る も の は誰 しも知つて居なければ な ら ぬ も のだ。 ア ラ
ク ネ は希戦の話に擦る と っ 年若い女の 子で 'It 機緞が甚だ
上手 であつた。 い ろいろ 異つた色の そして い ろいろ 異つ
た模様の織物 を織つた 。 そ して 誰 も 彼 も そ の晶物 を 賞讃
した。 そ こ で此 D 女の子は 自惚れて来た—織物の女凧車
で さ へ自分 よ り か上手には織れな いと 到頭 言ふ程に高慢
になった。 さ う 言つてか ら 間 も 無 く 畜 あの 恐ろ しい 女神
が一ーバ ラ スプ シ イ ナ が一共部屋へ入った。 パ ラ ス �
ア シ イ ナ はた ゞ 知懇の神だけでは無 く て、 諸君の知 る如
く 、 殊に若い女の 子の女神であつて 畜 貞操や 孝行や 虚女
の家庭の仕事を 司つて居 ら れ る。 そ こ で 此女神は此子の
高慢 を非常に怒られた。 言はれるには 『 お前は私が織れ
る程にも織 れると 自慢 した。 一つ お前の 織 る 虚 を見せ
て お哭れ』。 そ こ で ア ラ ク ネ は 已む を 得すて機豪に就いて畜

女神の面前で 機 を織 ら な ければな ら ぬ ど に な つたo 女紳
も 機 を織られた が 'It ア ラ ク ネ の織物 ょ り ヵ豆急かに優った
も の であつた。 機織が済むと女神 は 『 さ あ御覧 ！ ど つ ち

が好いか＂ 私のか冒 お 前のか ？』 と 尋ねら れた。 そして

ア ラ ク ネ は 自 分が敗 （ ま） け ま した、 恥 を かき ま したと
白朕せざるを得ぬ ど になった。 だがそれで も 女神は充分
には満足に 感 じ 給はな かつた。 ア ラ ク ネ を罰す る 為 めに。
軽 くその絲捲竿 を ア ラ ク ネ の身に獨れて 『永久 に 紡げ』 と
仰つた 。 す る と ア ラ ク ネ は忽 ち ー匹の蜘蛛に愛身 して、

その蜘蛛は永久に紡い で、 そ して 断 ち切れ易い ピ カ ピ カ

2. to put to shan1e—inflict shame, disgrace, or dishonor on. 
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,vbich forever spins and weaves perishable films of 
perishable shiny thread. Poetically we still may call 
a spider Arachne. 

I have here a little poem of a touching character 
entitled " Ara,chne, " by Rose Terry Cooke1, ―one of 
the symbolic poems which are becoming so numerous 
in these days of newer and. deeper philosophy. I 
think that you V\i .. ill like it : a spinster, that is, a 
1na.iden passed the age of girlhood, is the speaker. 

l watch her in the corner there, 
.,.\s, restless, bold _and unafraid, 
s·he slips antl floats along the air 
Till all her subtle house is n1ade. 

Her ··home, her bed, ber daily food, 
All from that hidde.n store she draws ; 
She fashions it. and ·knows it ·goad, 
By instinct's strong and sacred laws. 

No tenuous� threads to weave her nest, 
She seel{s and gathers there or here ; 
But spins it from her faithful breast, 
Renewing still , till leaves are sere.3 

----- , .... 、_,.._...._、ヘ

註 I. Rose Terry Cooke (1827-92) 米國の女作者 。 New England 
の 田 含生活の描寓 に 名 あ り 。
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の糸の 断ち切れ易 い 薄皮を織 る 者となつた。 詩の上 では

我々 は蜘蛛の どを矢張 り ア ラ ク ネ と 呼んで宜い。

此 虐に ア ラ ク ネ と い ふ表題で℃ ロ ー ズ、テ リ イ 、 ク ツ ク

が作つた 畜 哀れな 短い詩が ある。 昔に優る新 ら し い深 い

哲學の行は る 豆 現代に 非常 にその数 を 噌し つ つ あ る 象徽

詩の 一 つである。 諸君は 此 詩 を好 む で あ ら う と 息ふ。

spinster 即 ち 娘時代 を 過 ぎた 女が此詩を詠んだ とになっ

て居る 。

そ の 精妙の

休 ま す稀れす

足滑 ら して

そ の姿見 る

家 t 衰床 し

見えね庫 よ り

強 き 尊 き

造 リ し す ろ よ

其 の 菓織 ろ べ き

此虞に 其虞 1 : � 

己が忠賓（ ま め ） な る

木の葉牧 る ま で

·---------------..,-,-. 

2. thin ; slender ; delicate. 

家の成 る ま で

い き ほ ひ づ よ く

空 に 漂 ふ

部屋の隅 な ろ 。

H 々 な ろ 糧 し

総て得来 り 、

本能の 注則 （の り ） に

知 ろ ぷ 餘 L さ t 。

細 き 糸 を ば

探 L 求 め で

胸 よ り 紡 ぎ 、

涎 ヘ ..,.c は 夏ふ ろ 。

,-.,,,-

3. sere == sear ; withered ; dead. 
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Then, wo rn with toil, a n d tired of life, 
In v ai n  he r s hining trap s are s et. 
T he fro st hat h hushed the in sec t strife 
And gil ded fl ies he r cha rm for ge t. 

B ut swinging in the sn ares she spun, 
S he sways to eve ry w intr y w i11 d : 
Her jo y, h er toil, he r e r r an d  do ne , 
.Her corse1 the spo rt of st or ms unkind .  

The sy mbo l ism of the se v erses wi ll appe ar to 
yo u  more sig nific a11t wh en I te ll y ou that it r efers 
es11 ecially to c on ditions in Ne w Englan d in the pre sent 
period. The fi n es t  Atn er ican p opul ation― pe r haps 
t he finest A ng lo-S a:x.011 eve r  pr od uc ed-were the Ne w 
Englande rs of the ea rl y  par t o f  the cen tu ry. Btt t  with 
t he gr ow th of th e ne w cen tury, the men fo und 
tbe1nse lv es at tra cted el sew he re , esp ecially we stwar d; 
their s hre wdne ss, 2 the ir ene rg ies, t he ir i nven tive-
11 ess, we re ne eded in 11ewer region s. And they 
w andere d awa一v by thou sa nds and th ousand s, 

t o  b ac k  ． and leav ing the nev er co111e a gain, 
,von1 en bebi11d the m. Gra duall y  the pl ace of 
th ese men wa s taken b y  in11n igran ts of i nferior 
deve lop me nt—1J ut the New E nglan d wome n b a d n o-

註 1.  corse l! corpse の古聘。
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期 く て 勢苦 1 :

輝 く 具 係蹄 （ わ な）

虫 の闘争 （ あ ら そ ひ ）

蠅 い 忘 る よ

さ れ ざ紡 ぎ L

揺 ら れ て 寒 き

悦ぴ•、 勢苦、

む く ろ に 無情の

此世 ド 飽き て

唯い t: --:.う ら に 。

霜 に 閉 ぢ ら れ

そ の魅力 をば。

係蹄 に下が り て

風吹 く 毎 に 。

使命、 果つれば、

風 し て あ そ ぶ。

此詩節の象微は 、 今の時代の 新英州の 此朕態 を殊に指
して居 る の だ と 諸君に 語れば 、 諸君に は 一層 意味深い も

の に恩へ る で あ ら う 。 最 も 立派な 亜米利加 9 人民は 一一

恐 ら く は こ れ ま で抵に 出 た う ち で の最 も 立派な ア ン グ ロ 、
サ ク ゾ ン 人 民は — 此祉紀の初期 に於 る 新英州 人 で あ っ
た。 と こ ろ が 此祉紀の 進む と 共 に 、 男子は 他の方面 に 、

殊 に 西部 に 心 を 惹 かれて 来た 。 彼等の思慮 は 皮等の梢力 ＂

彼等の痰明 力 は新 ら しい地方 に要求せ ら れ る の で あつた。
そ こ で彼等は 、 幾千幾萬 と 連れ立つ て 、 女子 を 後 と に し

て 、 又 と 蹄 ら ぬ旅路へ さ ま よ ひ 出た の で あ る。 そ ん た 男

子の地位に 次第 に 取つて代つた者は 進化の劣等な 移住民
で あ つたが 、 新英州 の姉人 は そ ん な 外来人 に は 何等の 希
望 を 抱 く と が 出来なかつた。 婦人の う ち の 最 も 大腑な者

,......,� 

2。 sagaciousness ; astuteness. 



ー 486 -

thing to hope for from these strangers. 'fhe bravest 
of them also went away to other states ; but myriads 
who could not go were condemned1 by circumstances 
to stay and earn their living by hard work ,vithout 
any prospect of happy marriage. The difficulty 
""tivhicb a girl of culture may experience in trying to 
live by the work of her hands in New England is 
something not easily imagined . But it is getting to 
be th e same 1n most western countries. Such a girl 
is watching a spider weaving in the corner of the 
same room where she herself is weaving ; and she 
thinks, " Am I not like that spider, obliged to su pply 
1ny every need by the work of my own hands, 
without sympathy, without friends ? The spider 
will spin and catch flies until the autu1nn comes ; 
then she will die. Perhaps I too must continue to 
1,pin until the autumn of my own life—until I beco1ne 
too old to work hard, a11d die of cold and of 
exhaustion ."  

Poor sister of the spinster clan !2 
I too from out my store ,vithin 
1\f y daily life and living plan, 
My ho ine, 1ny rest, my pleasure spin. 

I know thy heart ,vben heartless hands 
�.--__........_._,,--._,.---,._.----�----

註 I . condemned—doomed, 
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は ま た他の 州へ移轄 した。 然 し行 き 得な い幾百萬の女は 、

境涯上已 む無 く 止つて 冒 そ し て 幸輻 な 結婚を す る見嘗は

無 し に辛い 仕事 を し て 活計 を 立て ざ る を得ぬ の で あ つた。

修養あ る 女が 新英州 に 居て 手仕事で以て暮 ら して行か う

と す る場合経瞼す る 困苦 と い ふ も の は 容易 に 想倣 し得 ら

れ な い も ので あ る 。 だが是は 多 く の西洋の 國 々 で は 同様

に な ら う と しつ L あ る ので あ る 。 そ ん な や う な 女が 、 自

分 自 ら も 機 を 織つて居 る そ の 部屋の隅で 巣 を織つて 居 る

蜘蛛 と 見守 つ て 居 る の で あ る 。 そ して 斯 う 考へ る 。 『友

人 も 無 く 、 同情 も 有た 中 に 、 自 分の手の 仕事で 自 分の 一

切の需要 を 充た さ な ければ な ら な い 自 分は 畜 あ の 蜘蛛の

や う な も の で は 無い か』。 蜘蛛は 巣 を 紡いで 、 秋の 来 る

ま で蠅 を 取 る 。 そ し て死ぬ る 。 自 分 も ま た 、 自 分の 一生

の秋が来る ま で 、 一一 年がい つて 働け な く な り 、 寒 さ と

困態 と で死ぬ る ま で 一ー 紡 ぐ と を 綾 け な け れ ばな ら ぬ＠

で あ ら う 』。

未婚老 女の

H 々 の暮 しな

家を ィ 休息 （ や す み） ,� 、

紡ぎ 出 す な り

榮 し て 儲 げ L

....____ -� 

2. clan—family ; tribe. 

汝（な れ）我が友 ょ ！

暮 l の術 （す べ） な

愉快を 、 我 t

我が庫 よ り ぞ。

布片 （ さ れ） を無情の
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S weep al] th at ha rd- ea rned "\veb a,v ay ; 
Des tr oy i ts p earle d  and gl ittering bands, 
A nd l eave thee h om el ess by t he way. 

I l{ no w  thy p eace w hen all is done , 
Ea ch a. nchored tbr ea d ,  each tiny kn ot, 
S oft shining i11 th e a utum n  sun ; 
A sh el tered , silen t, tr a11q ui l  l ot. 

I kno w  w ha t  tho11 has t nev er kn own -
， 

Sa d pr esage1 to a sou l a1I ow ed― 

That 11 ot for l ife I sp in , al on e, 
B ut day by d ay I sp in my sh roud. 

"fh e reference to the S'\v eeping a way of the 
s pid er' s  w eb, of cou rse, in111lie s th e pai n oft en ca use d  
to such ha rd wor l{ ing g ir ls. by the m eannes s of m e11 
who e111ploy tben1 on ly t o  cheat them― shopk eepe rs 
or ma nufacturers who talc e their work ,v it ho ut 

j ustly p ay ing for it, an d wh o cri ticise i t  as b ad in 
<:>rd er to for ce the owner to a ccep t l ess m oney tha n  
it is worth. Aga i11 a refer enc e m ay b e  int ende d t o  
th e des truction of the h on1 e by s om e  l ega l  trick― 

s o1n e un scrupulous5 m eth od of chea ting the daug ht er 
o ut of th e pr operty beqn ea thed to her by her 
p aren ts . 

＾ 

誌 I. prophetic intuition ; foreboding .. 
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手が掃 ひ去 り 最珠 き ら め く

絲断 ち 家をぱ 汝（ な） に 奪 ふ 時、

汝（ なれ） が情 （ こ > る ) は 我れ詣 く 知tい ） 。

さ め l糸みな

秋の H の 陽 （ ひ ） に

安穏の身 こ

汝（な） が平安は

世を終ふ ろ ま で

我が経帷子を

（悲 し き 躁覺 よ

汝（な れ） は 知 ら じ な

小 き 節みな 、

和 （や は ） ＜ 光 り て、

事終 へ し 時、

我れ能 く 知れ り 。

紡 ぐ ば か り か

H 々 に 織 る 事

冤あ ろ 者 の）

我れ能 く 知 れ り 。

蜘蛛の巣を 彿ぴ 去る と い う た のは、 固 よ り の 事、 そ れ

に は 、 そ んな 辛い働きを する 女の子逹が、 ただ購ず為 め

に彼等 を 使用する 人 間共の 一一素設つた品は 受取つても

それに 封して 賃金 を正嘗 に 彿つてや ら なかつた り 、 晶物

に難癖付け て 賓際の憤値 以下の金を受取 ら な き やな ら ぬ

破 目 に した り す る 商人や製造家の 一一 卑劣 な根性の為 め

に蒙る苦痛も込めて述べ て あ る のである。 ま た 、 何か 法

律上の 奸策 を 用 ひ て 家庭を破壊 する ど 一ー娘の 子 を欺い

て そ の子へ 双親が 遺して臭れた財産 を奪は う と す る 無法

な手段ーーそん な と を 暗示する 考で あるのか も知れぬ。
ヘ

2. regardless of principle. 
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.No t ice a fe w pret ty wo rds he re.. The '' pe arled " 
as applied to t he spider's t hread g ives an intim ation1 

of t he effe c t  produced by de w o n  t he t hre ad, l1ut 
the re is also t he sugges t ion of te ars upon t he thread 
v¥ork wove n lJy t he b ands of t he g irl .  T he par ti ciple 
" anc hored " is ve rj.,. p re t ty in its use he re as an 
adje c t ive , be cause this word is 110,v es pec ially used 
for rope-fas teni ng, whe t her t he ro pe be s tee l o r  hetnp ;  
and pa rticul ar ly fo r t he fas te ni ng of the calJles of a 
lJridge. The las t s t anz a 1nig ht be par ap hrased t hus : 
" Sis te r  Sp ider , I k no w  mo re th an yo u― and th at 
k no,vledge makes 1ne u nha ppy . Yo u do no t lr now , 
when you are s·p inni11g you r li t tle ,ve b, t ha t  you are 
rea ll y  we aving you r own s hro11d .2 Bu t I know this. 
n1y V\"o rlr is slo wly but su rely killi ng 1ne. And I 
kno w it be cause I have a soul― at le ast a 1ni nd 1n ade 
o the rwise t han yot1 rs ." 

T he use of the wo rd " soul " in the las t s tanz a 
of th is poem, b rings me back to the q uestion pu t  
for t h  in an ea rlie r part of t he lec ture , — why Euro pean 
poe ts , dt1 ring t he l ast two t hous and ye ars , have 
wri t te n  s o  l it tle upo n t he subje ct of inse cts ? 1'bree 
thous and , fou r thous aud ye ars ago ,  t he raost beau t i
ful G1·eek poe t ry—poe t ry more p erfe ct t han an�y tbing 
of Englis h poet ry- was writ ten upon inse cts .  111 

---·、,...._,....._.•• _. か、.......へ.--・.,,__.— 

誌 1 . a suggest ion or hint ; an iinplied n1eaningg 

――--�✓-
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此詩の 中 にあ る 巧み な 二三の語に注意 し給へ。 蜘蛛の
糸 に適用 し て の pearled (買珠為す） と い ふ語は 、 露が糸
に 興へる 結果 を 暗示す るが、 そ の上にま た 、 そ の娘の手
で織 り 為 した 織物の上へ 涙が落 ち て 居ると いふ ど を 匂 は
せもするのである。 anchored と いふ分詞は此虐で 形容
詞 に 使つて あ る そ の使ぴ方が 甚だ巧みである 。 と いふの
は、 此語は今は特に 綱 を 、 そ の綱が麻のでも綱懺のでも。
そ れ を しば り つ け るこ に使用 され畜 殊に 橋の 太綱 を く ＼
り つ け る ど に使用 せれて居 る か ら で あ る 。 最後の ス タ ン
ザ は 斯 うも意謁 さ れ よ う か。 一 『我が 姉妹の蜘蛛 よ 。
自 分は お前 よ り か 物事 を 餘計に知 つて居る一一知 つ て 居
る か ら 目分は 不幸である 。 お前はその小さ な 織物 を織つ
て る 時、 質際は 自 分の経帷子 を 織つて居 る のだ と いふ事
を 姉 ら すに居る。 だが 自 分は、 自 分の仕事は次第に 且つ
確賀に 自 分 を 殺しつ ＼ あるのだ と 、 斯 う 姉つて居 る 。 そ
れは 自分には 墜 が あるか ら—少 く と も お前の心 とは異
つた具合に 出来てる心 を 有つて る か ら―此事 を 知つて
居 る のだ』。

此詩の最後の ス タ ン ザ に 『霙』と いふ語が使用 して あ

るので � 此 講義の 初の 部分で述べた 問題へ戻つて来る。

即 ち 、 過去二 千年の間、 欧州 の 詩人は 何故に昆虫の題で

の 詩 を あん な に 少 ししか書かなかつたのか といふ間題で

あ る 。 三千年、 四 千年 前に、 最も 美 く しい 希朧の 詩が

—英國の詩の どん な 物 よ り かも完全な 詩が一書かれ

て 居る。 日 本の古い文學には虫の詩篇は幾千 と ある 。 此
_,,,........,.._ .� へへ、 ＾． 

2. a garment for the dead. 長 い 白 い gown な り 。
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old J apanese liter ature poen1 s upo n  in sect s a re to be 
fo und by tho us and s. W ha t  is the si gn ific at ion of 
t he g re at mo de rn si lence in we stern co untrie s upon 
t hi s  de li ght ful top ic ?  I belie ve tha t Chri st iani ty, as 
do gm a, acco unt s for t he lon g  silence. 'fhe opi nions 
of the early church refused soul , gho st ,  intell ige nce of 
any sort to ot her cre atures th a11 111a n. All a11ima ls 
�vere conside re d  as automat a— that i s, a s  self- act ing 
1nac hine s, moved b y  a some thi ng c al le d  in stinct, for 

want of a be tter n ame. 1'o t alk a·bo ut t he so uls of 
an imals or the sp irits of anin1als wo uld have been 
very dang ero us i11 the M iddle A ge s, when the c hurch 
ha d s·upre1ne po wer ; i t  woul d indee d have been to 
r isk or to inv ite an acc usation of witchcr aft, fo r 
de mons we re then thou ght to take t he shape of 
ani mal s at certa in time s. rfo disc uss t he mind of an 
an imal wo uld h ave been fo r the C hri stia11 fai th to 
thro w do ub t upon the ex istence of human so uls as 
t augh t by the c hurc h ; for if }"OU g ra11 t that a ni mals 
are a ble to tb inl{, . then you m ust acknow le dge t ha t  
n1 a11 i s  able to thi n!{ wit ho ut a soul , or yo u 1n us t  
ackno wle dge tha t the s0111 is not the e ssen tia l prin
cip]e o f  thoug ht and action. Unti l  afte r the time of 
Descartes , 1 who l ater arg ue d p hilo so pbic all)

r that 
an i1na ] s  were only m ac hines, i t  was scarcel y possible 

/、

註 1.  Rene Descartes (1 596.1650) 佛問四の大哲學者。
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の愉快な題 目 に封 して 西洋諸國で 近代大い に無言で居 る
と い ふ ど の意味は何ん で あ る か。 敦義 と して の 基督敦が
此の長時の無言 を 説明 す る の だ と 自分は 信 じて居 る 。 初
期の敦會の意見 は 、 憲 ふ魂 も 、如何な る 種類の智慧 も 、 人
間外の 他の生物 に は 無い も の だ と 唱へ る ので あ つた。 あ
ら ゆ る 動物は 自 動 機械2 だ と 考 へ ら れて居つた一一即 ち 畜
旨 い名前が無い ので恨 り に 本能 と 呼んで居 る が そ の本能
が動かす、 自分で 働 く 機械だ と 考へ ら れて居つた。 動物
の露だ と か 動物の精神だ と か を 云 々 す る と いふ と は � 殺
會が無上の力 を 有つ て た 中泄時代に は 頗 る危瞼 な ど で あ
ったで あ ら う 。 悪魔は嘗時は 或 る 一定の時期に は動物の
姿 を 執 る も の と 考へ ら れて居た ど だ か ら 、 動物の 霙だ と
か精誹だ と かいふ ど を 口 に す る と 、 魔法だ と い ふ 非難 を
胃 し或は招 く と に賞際 な った ど で あ ら う 。 動物の 心 をか
れ こ れ と 言ふ と は 、 基督教の 信仰に と つ て は 、 敦會が 数
へて 居 る 人 間の 幾の 存在 と いふ ど に 疑惑 を 挟む と に な っ
た で あ ら う 。 と いふ謁は、 動物 と いふ も のは 線 て恩索 を
為 し得 る も ので あ る と いふ と を 許容す る と 畜 人間は 涵 を
有た す に 恩索 を 為 し得 る も ので あ る と いふ と を 承認 し な
ければ な ら ぬ ど に な る し、 或 は 又 � 墜が 思索 と 行為 と の
賓質的本元では 無い と いふ ど を 承認 し な ければな ら ぬ と
に な る か らで あ る 。 デカ ル ト は後 ち哲學的に 、 動物 は た
だ機械に過 ぎぬ も の で あ る と 論辮 したが 畜 デカ ル ト の時
代後 ま で は 、 欧羅巴で此事に 就い て 合理的に 論辮す る と

2$ automata (! automaton の複数形。
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f o argue 1· ationally abo ut t he m at te r  in E11 rope . 
Neve rtheles s, we shall soon pe rceive that thi s 

explana tion will not cover all the facts .  Y ou w ill 
natu rally ask hoV\l· it hap pe ns tha t, if the q ue stion 
be a q ue st ion of anim al soul s, birds, h orse s, d og s, 
c ats, and many ot her anin1al s have been made the 
subje ct of we ste rn poem s from an cie nt time s. The 
sile nce is only upon t he subjec t of i nsect s. · A nd, 
ag ai n, Christ ian it y  ha s one saint—t he mo st bea utiful 
ch ar act er i n  all C hrist ian ha giogra phy1-w ho 
th oug ht of all nature in a man ner t hatj at fi rst sig ht, 
stra ngely re se mble s B uddh ism.  This sain t wa s 
F ranci s  of A ssi ssi, born in the l atte r  pa. rt of t he 
tw el fth cent ury, so t hat he may be sai d  to belo ng 
to t he ve ry he art of t he Mi ddle A ges, —t he most 
supe rst iti ou s  ep och of C hr istian ity .  N ow this sa in t 
u se d  to talk to tree s a nd stones as if t hey we re 
a11 i111 ate d bei ng s. IIe addi·es se d  the sun as " my 
b rot he r  su n " ; a nd be sp oke of the n1oon as hi s 
s istel' .  Ile p re ache d not only to hun1an bein g s, b ut 
al so t o the b ird s  and t he fi she s ;  a nd be 111 ade ·a, grea t 
m a11y poe ms on the se suqje ct s, full of a stra11 ge a nd 
child ish bea ut y . Fo r ex ample, his se rm o11 to the 
dove s, be ginn in g, " My . little sist e rs, the dove s, ' ' in 
whic h h e  re1nin ds t he1n th at the ir form is the e mbl e m  

�- -.、-·ヘーヘ�---�-、----------------........,.--_,

員ま I. hagiography= a collection of lives of the saints. 
2. 本名 Giovanni Francesco Bernardone. I 182 伊太利 Assisi
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は殆ん ど不可能な ど で あ った の だ。

然 し なが ら 、 如上の説明 で は 事質全部 を 説明 し憲 く さ
ぬ ど が直 ぐ諸君に 悟れ る で あ ら う 。 と いふの は 、 諧君は

嘗然斯 く 質ね る で あ ら う 。 問題が動物の露の 問題な ら ば 、

鳥、 馬、 犬、 猫＂ 共他 多 く の動物が 、 古昔 か ら 西洋の詩
の題にな つ て 居 る の は如何いふ 理 由 で あ る か と 。 西洋で

無言で居 ろ の は た ゞ 昆虫の題 目 だ け に封 し て で あ る 。 そ
れに ま た 、 基督敦に は或 る 一 人 の聖者が あ る 。 此聖者は

基督敦聖徒偲 全閤の う ち で 最 も 美 く しい 人物で 、 此聖者

が 全 自 然 を 見た そ の 考へ方 は 、 初 め 一寸見た だ け で は 、

妙 に佛敦 に似て居 る の で あ る 。 此の聖者は ア シ イ ジ イ の
フ ラ ン シ ス 2 で あ る 。 十二泄紀の末葉に生れた の だ か ら 、

中 冊紀の 中心の 人間—基督教の 最 も 迷信的な 時代の 人

間で あつた と 言って宜い。 と こ ろ が 此堂者は樹や石に 向

つ て 1合 も 生け る 物に 物言ふが如 く に物 を言 よ つた。 太陽
に は 『我が 兄弟の 日 輪 よ 』 と 呼びか け ＂ 月 を ば 自 分の姉

妹の や う に語った。 人間 に 説敦 した だ け では無い 、 鳥 に

も 魚に も説敦 した。 そ して さ う い ふ題 目 に 就い て ＂ 子供
ら しい不恩議な 美は し さ に 充 ち た 、 随分 と 多 く の詩篇 を

物 した。 例 を 畢 ぐ れば 、 『我が 妹た る 鳩 よ 』 で始 ま つ て

居 る 説敦が あ る 。 そ れに は 鳩 に 向つて 、 お前等の形閤は
聖懸の 記就 卯 ち 表象 で あ る ぞ と 言つ て 居 る が� こ の 説

.-

に 牛 れ 、 1 22 6 同 地 に 死す 。 monk な り 。 I 2 I O に 所 謂 J、�·ran
ciscan order を 創 立 t! ti) 。 1 228 年 c;regory 九世 に よ つ "'( 聖
冽 に 加へ ら る 。
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or sy mb ol of t he II oly G host, is a b eautif11l p oe m ;  
a nd has b een, with ma ny oth ers ,  tra ns lat ed int o 
n early a ll n1od er n  languages. But obs erv e  t ha t 
n eit her St . Fran cis nor a ny ot her s aint h as a町 th ing
t o  sa.y on th e su bj ect of ins ects . 

.Per haps w e  must g o  baclr furt her tba n  Chri s
t ian. ity to guess th e me aning of thes e dis tinct ions. 
A n1 ong th e a11 cient rac es of As ia, wh er e  the J ew ish 
fa ith ar os e, t her e vv er e s tr ang e and s inister b el iefs 
a b out i ns ects—ol d Assyr ian su perstit ions , ol d B aby

lonia n b el iefs. I nsects see111 ed t o  th os e early pe opl es 
very myst er ious cr eatures ( whic h  they r eally ar e) ;  
and it app ears t o  hav e  be en though t that th ey .had a 
clos e r el at ion to tb e worl d of de1nons an d evil sp ir its . 
I su pp ose y ou lr now that th e name of one of th eir 
gods ,  B eelz e·bu b, s ig nifi ed th e L or d  of F lies. Th e 
J ews , as is s how n  by their T a ln1u dic1 literature , 
inherit ed s om e  of th es e  ideas ; a nd it is q uit e pr o
ba ble th at t hey w ere p ass ed on to th e days ot 
Chr ist ia nity. A ga in,  in t he ear ly t im es of Chr is
t ian ity in nort hern Afr ica th e chur ch ha d t o  figh t 
ag ains t sup erstitions of a n  eq ually str ang e  s or t  

deriv ed fr om ol d Egyptian bel iefs . A mong the 
Egyp tians , certai n ins ects wer e s acr ed and beca me 
symlJols of div inity , —s uch as th e beetl e. N ow I 

-- ._..-.....,-.___ 

註 1 .  Talmud の 。 Talmud (1.� 酋太の律法に し て 、 菩約全書の初
五 ま 巻に含れ ざ ろ t のな り 。
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敦は美 く しい 一篇の詩である。 そ して 是は他の 多 くの説

敦 と 共に 、 殆ん ど あ ら ゆ る 近代語に醜謁されて居る。 だ

が 、 セ ン 1ヽ 、 フ ラ ン シ ス も他の どの聖者も 、 虫の題では何

も 言 う て居 ら ぬ と に注意 し給へ。

上述の差別の意義 を 推断す るには 基督敦 よ り も もつ と

前へ潮らねばな ら ぬだ ら う と思ふo 猶太敦が起つた 亜細

亜の古代の人種の う ち に は、 昆虫に 就い て奇妙な 邪悪な

信仰が あ つた一古 い ア ッ シ リ ア の迷信、 古い パ ビ ロ

ニ ア の信仰がそれで ある。 此 古代の 雨人民には 昆虫と

いふものは 甚だ 不可恩議 な 物 に （賓際不可思議な もの で

は あ るが ） 恩へたのであ る。 昆虫 は 悪魔や悪幾の 泄界に

密接な 闘係を 有つて 居る も の と 考へ ら れて居た ら しい。

詣君は知つて居る と と思ふが畜 彼等が 信 じ て居た 神の う

ち の一 つ の名前の Beelzebub 2 は そ の意味は蠅の王で ある。

猶太人は 、 そ の タ ル ム ッ ド 文學に示されて居るや う に 、

如上の恩想の幾分 を 稿承 した。 それが1船はつて基督放時

代に及んだ も の ら し く 、思はれるのである。 それか ら ま た 畜

北亜非利加での基督敦の初期に於 て は、 敦會は 古 い 埃及

の 信仰か ら 出 で来つた 同 じ く 奇妙な 迷信と戦は ざ る を得

な かつた。 埃及人の間では、 或種の昆虫は神聖な も ので、

紳徳の象微とな つて 居つた。 甲虫の如 き そ れで あ る。 そ

こ で 自 分の 考では� 如上の理由 か ら して � 昆虫といふ題

2. The prince of the demons. 詩に て l! one of the highest of 
the lost angels な り 。 Milton の『失楽園』に L 現は る 。
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im. agine tha t  for t hes e  re aso11s the s ubjec t of ins ects 
b ecame at an ear ly ti me a s ubjec t  w hic h Chr istia nity 
t hought - dang ero us ,  a nd t hat t her ea fter a kind of 
hostil e1 o pi nion pre vaile d regard ing any li tera tur e 
upo n t his to pic . 

How ever, to-day things a re v ery differ ent . 
• Wi th th e dev elop ment of sci entific s tudi es— especia lly 
of 1nicros co pic s tudy-i t  b as b een fo un d  that ins ects, 
far fro n1 b ei ng th e lo"Vv"' lies t of cr eatur es, ar e th e mos t 
highly org aniz ed o f  all b eings ; th at tl1 eir sp ecial 
s ens es ar e i nco1np arably s uperior to our ow n ;  and 
t ha t  i n  natur al his tory , from t he evo l utio na l  s tan d
p oin t, t hey have to lJ e gi ven firs t pl ac e. T his o f 
co urs e r enders i t  itnpossibl e a ny lo ng er to co nsid er 
the i nsec t as a trifl ing2 subj ec t .  Mor eo ver, t he new 
p hi loso phy is t eac hi ng th e t hi nki ng class es i n  a ll 
w es t er n  co untri es the gr ea t  tr uth o f  t he uni ty of 
l ife. \Vit h the r ecognitio n o f  s uc h  ttn ity , a n  i ns ec t  
mus t  i nter est t he p hilosop hers— even the ma n o f  
or di nary c ul ture—q ui t e  as n1i1ch  as th e bi rd or a ny 
o th er anim al. 

Nearly al l the po ems whic h I have q uot ed to 
yo u ha ve be en po e1ns o f  very mo der11 da t e—from 
w hic h we may i nfer t hat i nt eres t in t he s ubjec t of 
i ns ects has b een developi ng of la te y ears o nly . I n  

,,,__,,.、ー、,,....._,,..

註 1 . having a spirit of en111ity� 

·� 
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目は古る く か ら して 基督教が 見て以て危瞼 と する題 目 と

な つた のであ り � 且つ又、 そ の後 此 を主題とする 文學に

封して 一種の 反封意見が廣 く 勢力 を得るやう になつた も
ので あ ら う 。

だが、 今 日 は事が餘程雙つて居る。 科學的 研究の疲逹

に一殊に 顕微鏡的 研究の疲逹に一連れて� 昆虫と い

ふもの は 畜 生物の最下等なもの ど こ ろ か、 あ ら ゆる生物の
う ちで最 も 高等な 機官を具へて居る も のである事 、 彼等
の特殊の感官は我 々 人間の 感官 よ り か 比較にな ら ぬ ほ ど
優つて居る事、 博物學上� 進化論的 見地か ら しては 第一
位 を 彼等は 占 む べきである 事が 畜 分つて来た。 こ れで、

言ふ まで も 無 く 、 虫 を つま ら ぬ 題 目とは 最早や考へ られ

な く なつたのである。 その上に 畜 新哲學は、 あ ら ゆる 西

洋諸國の 思索社會の 人 々 に 畜 生の 統一と いふ大鍍理 を数

へつ L あ るので あ る。 こ の 統一と いふ と が認め られると

共に＂ 虫は 哲學者に� 尋常普通の 修養の人に も

—鳥 や他の ど ん な動物が興味を輿へるのと 全 く 同一様

な興味 を 輿へるに相違無いのであ る 。

自分が諸君に 引用した詩の殆ん ど 全部は近代の も ので
あつた。 と いふ事霞か ら して 、 虫の 題 目についての興味

は ほ ん近年の褻逹にか L る も のだと 推論が 出来るの で あ

る 。 之 に 闘 聯 して .. 頗る 宗数的で あつた 一詩人 ホイ
,,......_..._ _____ ___ ヘ

2. insignifica-nt ; trivial. 
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this connection it is interesting to note tb:at a very 

religious poet, vVhittier, gave us in the last days of 

bis life a poem upon ants. This would have seemed 

strange enough in a former age ; it does not seem 

strange to-day, and it is beautiful. The subject is 

taken from old Jewish literature. 

King Solomon and the Ants 

Out from Jeru'3alem, 

The King rode with his great 

War chiefs and lords of state ; 

And Sheba's quee111 with them, 

Co1nely, but black withal, 

To whom, perchance, belongs 

l'hat wondrous Song of Songs2 

Sensuous and mystical, 

Whereto3 devout souls turn 

In fond, ecstatic dream, 

And through its earth-born theme4 

'l'he Love of Loves discern.5 
-、一 ’’ 

き I .  Queen of Sheba. ァ ッ ジ ヽ） ア人 は 此 女王の 名 は Macqueda
さ い ひ L さ 言 ひ 、 ア ラ ヒ、 ア 人 l1 Belkis さ い ひ し さ 言ふ 。
Solomon 王の 知慧を試め さ ん : て 来 り し さ い ふ物語 あ り 。
歯約全書 うf王祀略 上 第十章を参照せ ょ 。 女王 さ 王 さ の 間
に 生せ l子が Ethiopia 人の 始 腿な り � t い ふ 。

2. 此講義の 本文 に し あ ろ 如 く 、 所謂 Solomon's Song な vJ 。

奮約全書 の 雅歌な り 。
3. Whereto =to which. Song of Songs へ 力� la, る 。
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テ イ ア e が そ の 晩年に蟻の詩 を 我 々 に奥へた事 を 認 め る

の は興味 あ る ど で あ る 。 前 1) 時代 で あ った な ら 、 余程不

思議に 思 へた ど で あ ら う 。 今 日 で は 不恩議 に は 恩へ な い。

それは美 く しい詩で あ る 。 題は 昔の猶太文學か ら 採つ た

も の で あ る 。

ゾ ロ モ ン 王 7 と 蟻

武将 大官

馬 に う ち の リ

國王 出 でね っ

� ,� の 女王 も

あ ま れ 召 連れ

セ� jレ サ ン ム よ り

そ の 一 行 に

加 は り あ り ね 。

級線（み'h)好 げ れ ゞ し 色黒 か り き 、

扉け秘的且つ 官能aりの

か の不思議 な る

ぅ Tこ ひ し も の か

敬虔の 人

l t: 11 l げ に も

歌 の 俗世の

覺 り 識 ろ な り

歌の 歌は も

此女王を ば。

夢洸惚 さ

眼な縛 じ、

主題 よ り し て

愛の愛を ば。

4. its lt前 ス ク ン ザ の Song of Songs � 受く 。 そ の 歌の浮世
的な 恒目 即 ち Sheba の E te記 ろ せ る な讀み て 、 な リ 。

5. Love of Loves 即 ら 扉加の愛な （敬虔 な 人 は ）知 る さ な り 。 こ
れ は 講義の本文の 後 段 に あ る 如 く 、 詩秘的 に 鮒．せ る な り 。
さ ろ 訊；'.1月 な下す べ き 不 県議な 雅歌(t此 Sheba な ：択 へ る も
の な ら んが、 そ の Sheba t 共 に あ り た り こ 、 前 ス ク ン ザ ヘ
か か り 、 そ の 前 ス ク ン ザ は ま た 最初の ス タ ン ザの末行の
queen へ 力\ � る な り 。

6. John Greenleaf Whittier ( 1807-1892) 米國の有名 な る 詩人。
7. Israel の有名 な玉 (993-953 B. C.) 
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Proud in the Syrian sun 

In gold and purple sheen, 

The dusky Ethiop queen 

Smiled on King Solomon. 

Wisest of men, he knew 

The languages of all 

The creatures great or small 

1'hat trod the earth or flew. 

Across an ant-bill led 

The king's path ; and he heard 

Its small folk, and their word 

Ile thus interpreted : 

'' IIere comes the king men greet 

As wise and good and just, 

To crush us in the dust 

Under his heedless feet." 

The king, understanding the language of insects, 

turns to the q ueen and explains to her what the ants 

have just said. She advises him to pay no attention 

to the sarcasm1 of the ants—how dare such vile 

creatures speak thus about a king ! But Solomon 

thinks otherwise : 



光 る 金冠

ジ Jヽ ア の H 受 け

色浅黒 き

ツ ロ モ ン王な

賢 こ き 限 り の

言葉を 知 り n

あ る は地を踏み

大 小 問 は す

蟻咲 あ り ね

塚 な る 小 さ き

王耳にしつ、

解 l f渇 け り

『賢明仁慈

世の人 は やす

無頓着 な ろ

塵土に我等

- -503 -

輝 く 紫衣1こ

い さ ほ こ り が に

工 Y i'. フ゜女王

見て微笑みつ。

人 こ て王は

生け る 物等の、

或 ろ l1空飛ぷ、

そ の い づれ も の 。

王行 く 踏 に。

者等 の言ふな

そ の 言 の葉を

王は期 く ぞ さ 。

公平な り こ

王今来 ろ 、

そ の 足 し さ に

駆潰ぶ さ ん さ 。』

國王は昆虫の言語 を 了解 するのだ か ら女王 の方 を 向 い
て 畜 蟻が今言 う た ど を 説明 して き かせる。 蟻の 需口 な ん
か注意 を 彿ふに及ばぬ, - こ ん な 卑 しい動物が國王た
るものに そ ん な 口 を き く な ん て 何んたる 無燈 で あるか �
お構ぴ な さ る なと 忠告 す る。 然 し ゾ ロ モ ン は 左 う は考へ
な い。 ―

,........,__....._,'-ヘ .�..,,-_. .... ゞ _.-_• ....._, .. .....,,,-..._,..__"'-"""-"� 

註 ·, , satirical remark uttered with conten,pt. 
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" Nay ,"  S ol om on replied, 
" "f he wi se an d s trong sho ul d  seelt 
The welfa1·e of th e we ak," 

An d t11r ne d  his horse a si de. 

Jii s train, wit h  qui ck al artn, 
C ur ved with their le ader r ou nd 
The ant-hill's pe ople d mound, 

A nd left i t  free from harm. 

T he je,vel1e d  hea d ben t  low: 
" Oh,  king !"  she sai d, " hen cefo r th 
1" he se cr�t of thy wort hi 

A nd wisdom wel l I know. 

" II app y 1nus t be the s tate 
Wh ose ruler hee detb more 
The mu rmurs o f  the poor 

Tha n fla tte ries of t he gre at. ' '  

T he re f ercn ce to the S ong o f  S ongs— als o  the 
S ong of S ol on1 on an d Canticle of Ca11 ti cle s—tna y 
require a lit tle ex plan ation . The line " C omel y bu t 
blacl< "'., ithal," is borro'\ved fr om a ver se of t his song 
―" I atn b la ck but bea utiful, oh, ye d aughte rs of 

_#, _____ ___,""" ______ .、�

話 1 . exemption from evil. 



ツ ロ モ ン答ふ

強 き 者 等 は

安寧を こ そ

斯 く て 馬首を ば

王の 一行

蟻棲 む 塚の

指揮 に 従 ひ

傷害夏に

玉 に 輝 く

女王の 言 へ り

い ま しが馘 さ

そ の秘訣を ば

強者 の阿諌に

貧者 の な げ き に

人支醍す る

幸禍 な る に

- s0s -

『 さ ら す。 賢 き

弱 き 各 等 の

求 む べ き な {'1. 』

横へ さ 向 け n 。

慌 て 恐 れて

小 山廻 り て

外れ て 騎 り 過 ぎ

無か ら し め K り 。

頭（ か う べ） う な だれ

『王 よ 今 後 は

い ま し が知慧の

我れ能 く 知 る よ 。

耳貸 さ す し て

心 � \"' む る

そ の 國 こ そ は

決 ま り 居れば。』

歌の 歌ー一 ゾ ロ モ ン の歌 と も 、 頌歌中 の 頌歌 と も 言は

れて 居 る 此歌の ど を 述べて居 る に 就い て は 少 々 説明が要

る か も 知れぬ。 Co1nely ·but black withal ( み め好け れ

ど も 又色 黙か り き ）の 行 は 冒 此の雅歌の 一節—�『 ヱ ル サ

レ ム の女子等 ぶ わ れ は 黒 け れ ど も な ほ 美は し、 ケ ダ ル
. ....._.... 

2. worthiness ; excellence of character. 
．～ 
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Jerusalem, as the tents of Kedar1 , as the curtains of 

Solomon ." In another part of the song the reason 

of this blackness is given : " I a111 black, because the 

sun hath looked upon me汽" From which · we can 

see that the word blaclt only means dark, brown, 

tanned by the sun. Perhaps you do not k1101tv that 

as late as the middle of the eighteenth century i t  was 

still tbe custom in England to speak of a person ,vith 

black hair and eyes as " a black man "—a custom 

which Charles Lamb2 had reason to complain · of even 

at a later day. The tents referred to in the text 

were probably tents made of camel-skin, such as the 

Arabs still make, and the colour of these is not black 

but brown. Whether Solomon wrote the so-called 

song or not we do not know ; but the poet refers to 

a legend tl1at it was written in praise of the bea uty 

of the dark queen who came from Sheba to visit the 

wisest man of the world . Such is not, however, the 

opinion of modern scholars. The con1position is 

really dramatic, although thrown into lyrical form, 

an d as arranged by Renan3 and others it becomes a 

beautiful little play, of which each act is a mono

logue. " Sensuous " the poet correctly calls it ; for it 

註 r.  ケ ゲ 叫芍輝l 比亜 の 一沙漠の名 。 此文旬 は 雅政の第一章
五節 に あ り 。

2. 同 じ く 第一章六 節 に あ り 。
3. Joseph Ernest Re nan ( 182砂2) 佛國の有名 な ろ 言語學者
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の天幕のこ、 と く 、 ま た ゾ ロ モ ンの帷帳 （ と ば り ） に似た

り 』 から借り来つた も ので あ る。 他の 場競に、 此の色の

黒い理由が示 してある。 即 ち 『日の われ を燒 き た る が故

にわれ 色くろ し』 とある。 此文か ら 考へて 見て、 black

（黒）といふ語は、 日の光で 焦げた 淡黒い鳶色だといふ ど

が分 る。 多分諸 君は知る ま いが、 十八泄紀の 中 頃に 至る
ま で も 、 英國では髪の色と眼の黒い人間 を blackman (黒
い人間） と 呼ぶ習は しであつた。 チ ャ ル ズ、 ラ ム が それ

よ り も 後 ち にな っ て から も 不都合だ と いつたのは尤 も な

習は しで あ つたので ある。 此歌の 本文 にあ る天幕といふ

のは 。 ア ラ ビ ヤ人 が 今 も 造 る や う な種類の冒 酪舵の皮で

造つた天幕だ つた ら う 。 従つて 共色は黒ぢ やなくて鳶色

だつた も のだ。 ソ ロ モ ン が 所謂 ソ ロ モ ン の歌を 宵際書

いた も のか ど う かそれは 我々は知 ら ぬ。 然 し 此詩人は＂

此歌は 泄界の最大賢者 を 訪ねに シ イ バ か ら 来た顔の色

の黒い女王の 美 を 賞め讃 え て 書いた ものだ と いふ偲説に

櫨つて居るの で ある。 然 し近代の學者の意見は 左 う ぢ や

無い。 此作品は 叙情詩の形式 を採つて は居 る が� 賓に戯

曲 的で� ルナ ン や他の人逹の取扱方で は立派な 一小脚本

に なつて居て、 そ の 一幕々 々 が 獨 白とな って 居るので あ
る 。 Sensuous と此詩人 曇 は此雅歌を言って居 るが 冒 それ

は正 しい。 といふのは畜 こ れは 女の美 く し さ を微細 に渉

兼歴史家。 College de France にて ヘ ブ Jll ウ 語の講座な托亡
ら れ し と あ り 。

4• 言ふ まで も 無 く Whittier な り。 sensuous (t五感Iこ訴ふ る
底の、 な り 。 肉感的の、 な り 。
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is . a form of praise of woman 1s beauty in all its 

details, as appears in such famous verses as these :  

" IIow beautiful are thy feet in shoes, 0 prince's 

daughter ; the joints of thy thighs are lil{e jewels, the 

worl{ of the hands of a cunning workn1a11 .  Thy 

two breasts are like. two young roes that are twins 

which feed among the lilies." B11t Christianity, in

stead of dismissing this part of the Bible, interpreted 

the song mystically—insisting that the won1an de-

scribed meant the church, . and the lover, Christ. Of 

course only very pious people continue to believe this ; 

even the good Whittier preferred the legend that it 

was written about the Queen of Sheba. 

I suppose that I ought to end this lecture upon 

insect poetry by some quotation to which a moral or 

philosophical meaning can be attached. I shall end it 

therefore with a quotation from the poet Gray.1 

The poetry of insects may be said to have first 

appeared in English literature during the second half 

of the eighteenth century, so that it is only, at the 

most, one hundred and fifty years old. But the first 

really fine poem of the eighteenth century is quite as 

good as any thi11g since cpmposed by Englisbn1en 

upon insect-life in general. Perhaps Gray · referred 

especially to what we call May-flies—those delicate 
,......_、 .、 -�--

註 1.. Thomas Gray (1 ·7 16-71) 英國の詩人。 そ の Elegy t こ よ つ
て 最 t 能 く 知 ら る 。
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つて 賞讃 した も ので 、 そ の事は 次に 述べ る や う な 有名 な
詩句で 分 る ど で あ る 。 即 ち 『君の 女（むす め ） よ な んぢ
の足は畦（ く つ）の 中 に あ り て 如何 に美 は し き かな 畜 汝
の腿 （ も l )はま ろ ら か に して玉のご と く 畜 巧匠（ た く み）
の手 に て 作 り た る が ご と し。 な ん ぢ の 雨（ も ろ ）乳房は
牝鹿の 雙子 た る 二つの 小鹿が 百合花（ ゆ り ）の 中 に 草は
み居 る に 似た 炉』 の句 を見て分 る 。 と こ ろ が 基督教は 、
聖書の 此部分を 除かな いで、 記述 してあ る婦人は数會 を
指 した も の� 愛人 は 基督 を 指 した も の と 主張 して、 此歌
を雁車秘的 に解繹 した。 固 よ り の ど 、 非常に 信誹深い人 だ
けが相雙 ら す左 う 信 じて居 る ので ｀ 善良な ヰ ツテイ ア す ら
是は シ イ バ の女王の と を書いた も のだ と いふ偲説 を 採用
した のであった。

虫の詩に 就いて の此講義をば 、 道徳的な 或は 哲學的な
意義を それへ附 け る ど の 出来 る 詩を 引用 し来つて、 終 る
べ き であ る と 自分は考へ る 。 そ こ で詩人 グ レーの詩か ら
一つ引用 して此講義を終 る と に し よ う 。 虫の 詩が 初 めて
英文學に現はれたの は 十八泄紀の後半であ る と 言つて よ
か ら う 。 だか ら 精々 や つ と 百五十年前の ど である 。 然し
此題 目 に開 した詩で、 十八泄紀 での 初めての 買に立派な
詩は一般に昆虫 に 就いて 英 人が そ の後に作った ど ん な 詩
に も 劣ら中立派な も のである 。 思ふ に グ レ ー が詠んで る
のは我々 が May-fly (蛭蛎の一種） と 呼んで居る も の一

..... _, __ 

2. How beautiful よ り a cunning workman ま で は 雅歌第七
章第一節、 Thy two breasts t vJ among the lilies ま で は 同

算四章第五箇 な り 。



ー 5 10 -

ghostly insects which hover above water surfaces in 

fine weather, but which die on the same day that 

they are born. Ile does not specify May-flies, however, 

and we may consider the moral of the poem qt1ite 

apart from any particular kind of insects. You will 

find this reference in the piece entitled " Ode on the 

Spri11g," in the third, fottrtb, and fifth stanzas. 

Still is the toiling hand of care : 

The panting herds repose : 

Yet bark, bow throttgh the peopled1 air 

The busy murmur glows !2 

The insect youth are on the wing, 

Eager to taste the honied spring,8 

And float amid the liquid noon :4 

Some lightly o'er the current skim, 

Some show their gaily-gilded trim5 

Quick-glancing to the sun. 

To contemplation's sober eye 

Such is the race of man : 

And they that creep, and they that fly, 

Shall end where they began. 

Alike the Busy and the Gay 

註 I .  peopled 生 け ろ 物多 く 棲 め ろ 。
2・ 盛んに さ こ ゆ ろ な り 。
3・ 蓋な典 へ 呉れ る 春な、 即 ち 春の花を な り 。 邁に して、 春
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睛天の 日 に 水面の上 を 飛び廻つて居 るが 冒 生れた 日 に死

んで し ま う 、 あ のか弱 い妖精の や う な 虫一ー あれ ら しい。

グ レ ー は 、 然 し、 蛭蛎 と 明記 して 居な いのだか ら 我 々

は 此詩の 寓意 を ば� 何等 特殊の昆虫 と 全 く 離れて 畜 考察

して よ か ら う 。 自分が 此虐へ引用 す る 詩句は グ レ ー の

『春の歌』 の第三、 四 � 五 の三節で あ る 。

働 く 努苦の 手は静か。

喘 ぐ牛馬 t 休み居 ろ 。

麗けや、 物棲 む 空 よ り ぞ

休（や） ま ね ,Jヽい さ さ 聟熱す 。

春茫の蜜な

虫の若 き か

澄め る 翼蜜の

或 ろ に流れな

或 ろ 11華麗の

ち ら こ 見なが ら

物思 ふ眼に

世の 人

這ひ行 く 者 し

生を 始 JIJ L

「繁用」の t の
�./"'—.,.. ・・_,..._,,..._,.,,,-....,,..._.,.,.

の花の蜜をな り 。

昧lt う さ 、

飛び翔 り 、

風に御す。

掠め過ぎ、

服示す

日 の顛な。

製すれば

緯べて 期（ こ ） の如 し。

飛ぷ者 し

地に 果て ん。

「華美」の い つ

4. liquid 水の如 対 登 ウ る 清 さ 最輩の空氣 こ な り 。
5. trim= dress. 
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But flutter througb life's little day, 

In fortune's varying colours dressed : 

Brushed by the hand of rough Mischance, 

Or chilled by Age, their airy dance 
They leave, in dust to rest. 

Methinks I hear in accents low 

The sportive kind1 reply : 

Poor moralist ! and what art thou ? 

A solitary2 fly ! 

Thy joys no glittering female meets, 

No hive hast thou of hoarded sweets, 

No painted3 plumage to display : 

On hasty wings thy youth is flown ; 

Thy su11 is set ; thy spring is gone— 

We frolic, while 'tis May. 

The poet Gray was never n1arried, and the last 

stanza which I have quoted refers jocosely to himself. 

It is an artistic device to. set off the moral by a little 

mockery, so that it may not appear too melancholy. 

Seeing the insects sporting in the bright weather, b11t 
all doomed so soon to die, the poet first thinks : 

" Well, men are just insects after all, in the 

eternal order of things. Some - insects can only creep, 

註 1. sportive kind=frolicsome race of insects. kind It mankind 
の楊合の kind な り 。
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t:. 、• 飛ぶ生 （せ い）の 短き 日 、

「連J'D う つ ら ふ 色 ま さ ひ 。

r不運」の荒き 手 ざ lい） に 、
「年齢（ さ l ) 」の寒 さ に 、 軽や か の

踊をや め て 土 に 輝 す 。

戯（ ざ） れ遊ぶ t の 甍低 く

答ふ ろ き こ ゆ 心地す ろ。

無盆の學者 ！ 汝（な）れ何 ぞ。

連れ無き蠅 よ ！ げ に 汝 （な）れ ,1。

光か ヽ・ ゃ く 女(� ) !. 有1:す、

蜜貯ふ る 巣 も 有た す、
示 さ ん色の 羽毛（ は れ） も 無 く 、

汝（な）が青春は 矢 さ 早 し。

日 は暮れ ね、 汝（な ） が 春逝 け り 。

我等遊ぶ よ 、 五月 な り 。

詩人 グ レ ー は終 に結婚 し た かつた。 自分が 掲げた最
後の ス タ ンザは戯談半分に 夫子 自 身の ど を言つて居るの
で あ る 。 此の寓意 に 少 し 愚弄氣味を加へて 引立て るとい
ふは技巧の上の 一 と 工夫で、 こ れ あ る が為に あ ま り に 陰

氣臭 く 思へぬや う に なるので ある。 虫が 睛れ渡つた天氣
に 愉快げ に 遊んで居る。 然 し いづれ も 直 ぐ に 死なね ば
な ら ぬ運命を有つ て居る。 その虫を 眺めて此詩人 は 初め
斯 う 考へ る o一一

『さ う だ � 天地萬物の無窮の理法 に在つて は 人間は畢意
する に正 に 虫同様だ。 這ふ と しか出来ぬ虫も居る。 飛ぶ

-、-ヘヽー、------· _,...,、-へ、

2. Gray l'1獨身な り し故、 獨り ぽ つ ら 汀 言ひ しな り 。
3. painted= coloured. 



- 514 -

while others can fly ; some insects can store up honey 

or g·rain ; some live only a few hours ; some live for 

a season. In . lil{e manner, some men are stupid and 

are unable to succeed in the world _; whereas others 

rise to honour, accumulate wealth, reach honoured old 

age and see their children prosper. But the end is 

the same for all men, as it is for the insect, —dust." 

But then the poet fancies that he hears the voice of 

the insects reproaching him, and asking him : 

' ' \Vhat are you yourself, co1npared with an insect ? 

You are not, perhaps, quite so good as an insect. 

For the insect at least fulfils its life upon earth ; the 

male finds its female ; the honey or the grain is stored 

up ; and the joy of life is found by us. But you

what have you done in this world ? You have no 

wife ; you have no treasures ; you have had 110 real 

part in the enjoyment of this world. And therefore 

however you may moralise, perhaps you are not 

worthy to compare -yourself even with the bee or 

the ant or the dragon-fly that does its little duty in 

this impermanent state of existence." 

給 END �
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ど し か出来ぬ 虫も居る。 或虫は蜜 や穀物の貯蓄が出来る。

或虫は た ゞ 二三時間 しか生存せぬo 或虫は 一季の間生 き

て居る。 これ と 同 じ で、 愚鈍で、 此抵に 在つ て 成功の出

来ない人間も 居れば、 名誉の地に 進み � 富 を蓄ヘ� 人の

尊ぶ 老齢に逹 し． その子孫の 繁榮する の を 目 に する と の

出来る 人 も あ る 。 だが あらゆ る 人間に封 し て 畜 虫に封す

ると同様.. 最後は 同 じだ ー一 土になるのだ』。 その時此

詩人は畜 虫が 自分を 非難 し斯 う 彼に尋ね る 墜が き こ え る

と 想像する。 『 あなたは 左 う いふが� 虫と比 べて ど う で

すか。 虫ほ ど も 普い身分ではないでぜ う 。 虫は少 く と も

此泄での そ の 生涯を 完た う し ます。 男は 女を 見出 しま

す。 蜜や穀物を 蓄へます。 私共は生の獄喜を 見出 します。

だが .. あなたは一あ な たは此批で 何を 為さいま したo

あなたに はを かみさんが無い。 何の貯蓄 も 為 して おいで

に な ら ぬ。 此世の 獣業には賓際少 し も輿づかつて おいで

にな らぬo だか ら � ど んなに え らさ う に数訓的なと を 仰

ったつて � 此の 永綾 しない生涯に あつて小さなが らもそ

の義務を 果た す 蜂や蟻や或は蜻蛉に す ら あ な たの身 を比

べ る債値は あ り ま す ま い』。

給 終 り さ




